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⑾
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大
会
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月
4
日
㈯

⑿
全
員
研
修
会　
　
　

11
月
16
日
㈯

⒀
自
由
吟
詠　
　
　
　

11
月
29
日
㈯

⒁
師
範
研
修
会
⑶　
　

11
月
29
日
㈯

⒂
常
任
理
事
会　
　
　

12
月
7
日
㈰

⒃
吟
詠
発
表
大
会（
準
師
範
以
上
）　

　
　
　
　
　

令
和
8
年
3
月
22
日
㈰

【
別
記
】

◎
第
43
回
臥
風
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

日　

時　
　

8
月
31
日
㈰

会　

場　
　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル

開
催
要
領

①
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

　

（
5
名
の
部
、
男
女
別
）

②
合
吟
第
一
部　

自
由
合
吟
の
部

③
合
吟
第
二
部　

新
準
師
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
男
・
女
）

④
90
歳
以
上
吟
詠

⑤
幼
少
年
構
成
吟

⑥
式
典　

主
催
者
挨
拶
・
表
彰

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
一
丸
と
な
っ

て
諸
行
事
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ

う
。
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
協
力
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
七
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
一
日
高
松
市
国
分
寺
会

館
に
お
い
て
、
臥
風
流
吟
詠
会
本
部
常

任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
徳
田
寿
風
会
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
久
保
田
章
風
事
務
局

長
か
ら
令
和
七
年
度
事
業
計
画（
案
）の

説
明
が
あ
り
審
議
が
開
始
、
次
の
と
お

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
事
業
計
画

⑴
常
任
理
事
会　
　
　

4
月
12
日
㈯

⑵
段
級
審
査
打
合
会　

4
月
12
日
㈯

⑶
段
級
審
査
会　
　
　

5
月
11
日
㈰

⑷
自
由
吟
詠　
　
　
　

5
月
24
日
㈯

⑸
師
範
研
修
会
⑴　
　

5
月
24
日
㈯

事
業
計
画
通
り
、
無
事
に
又
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

偏
に
会
員
皆
様
方
の
心
意
気
と
情
熱
の

賜
で
あ
り
、
ご
協
力
、
ご
苦
労
に
対
し

御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

定
期
的
な
事
業
の
他
に
、
昨
年
十
一

月
十
日
倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
合

吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
男
子
二
チ
ー
ム
・
女

子
三
チ
ー
ム
総
勢
七
十
五
名
が
出
場
い

た
し
ま
し
た
。
団
結
式
に
始
ま
り
幾
回

か
の
合
同
練
習
に
は
皆
様
懸
命
に
取
り

組
ん
で
頂
き
、
練
習
の
回
を
重
ね
る
ご

と
に
親
し
く
心
を
通
わ
せ
、
本
番
で
も

精
一
杯
の
力
を
出
し
切
っ
て
充
実
感
、

達
成
感
を
味
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
七
月
に
は
、
い
よ
い
よ
香
川
県

で
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
吟
剣
詩
舞
道
界
の
次
代
を

担
う
高
校
生
の
活
躍
に
期
待
し
夢
を
託

し
応
援
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

臥
風
流
で
は
今
年
も
数
々
の
行
事
が

　

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に

は
、
佳
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
に
あ
る
も
の
も
、
私
達
も
大
晦

日
か
ら
元
旦
に
な
っ
て
も
本
当
は
何
一

つ
変
わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
す
。
し
か

し
新
し
い
年
と
い
う
だ
け
で
、
ひ
と
つ

の
区
切
り
と
し
て
、
人
は
心
を
切
り
替

え
、
新
た
な
思
い
の
中
で
新
し
い
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
年
の
目
標
を
定
め
、
そ
こ

に
向
か
っ
て
踏
み
出
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

　

昨
年
は
創
流
六
十
五
周
年
記
念
大
会

を
は
じ
め
、
臥
風
流
の
諸
行
事
も
全
て

会
長　

徳
田　

寿
風

拝
い
た
し
ま
し
た
。
栗
山
臥
風
先
生
顕

彰
碑
に
お
酒
を
お
供
え
し
た
後
、
お
祓

い
を
し
て
い
た
だ
き
、「
日
本
の
誇
」「
臥

風
流
吟
詠
会
詩
」
を
献
吟
し
栗
山
臥
風

宗
家
へ
の
感
謝
と
臥
風
流
の
繁
栄
を
祈

り
ま
し
た
。

　

最
近
は
三
人
で
の
参
拝
が
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
ま
す
が
各
会
に
案
内
を
出

し
て
何
十
人
も
が
集
ま
っ
て
お
祓
い
を

し
て
い
た
だ
き
、
吟
を
献
吟
し
て
い
た

時
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
一
回
の
昇
段
試
験
と
な
る
段
級
審

査
会
が
、
昨
年
五
月
十
二
日
に
、
高
松

国
分
寺
ホ
ー
ル
と
高
松
市
国
分
寺
会
館

に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
76
名
が
受
審
。

　

二
級
〜
四
段
ま
で
六
階
級
で
39
名
、

五
段
、
準
師
範
、
師
範
補
、
師
範
の
37

名
が
受
審
し
、
63
名
が
合
格
し
、
六
月

二
日
の
役
員
総
会
に
於
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
允
許
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
合
格
者
数
は
、
下
記
の
と

お
り
で
し
た
。

　

入
会
後
初
と
な
る
二
級
を
受
審
の
7

名
は
、
緊
張
の
中
に
も
堂
々
と
吟
じ
全

員
合
格
す
る
と
共
に
、
成
績
優
秀
者
2

名
は
一
階
級
上
位
の
一
級
が
允
許
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
級
、
一
級
、
初
段
、
二
段

を
受
審
の
内
で
成
績
優
秀
者
に
は
、
次

の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
特
進
が
允
許
さ
れ

ま
し
た
。

【
二
級
受
審
で
一
級
允
許
者
】　

2
名

中
村
廣
助（
香
南
町
）

奥
村
美
樹（
寿
風
）

【
一
級
受
審
で
初
段
允
許
者
】　

1
名

田
中
悠
美
子（
英
風
）

【
初
段
受
審
で
二
段
允
許
者
】　

１
名

目
方
恵
子（
洸
風
）

【
二
段
受
審
で
三
段
允
許
者
】　

1
名

大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）

【
三
段
合
格
者
雅
号
付
与
】

　

今
回
、
三
段
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合
格
さ
れ
た
12
名
と

特
進
の
1
名
の
方
々
に
は
、「
臥
」
の

付
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雅
号
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付
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

師
範
に
合
格
の
7
名
に
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風
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付
く
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付
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れ
、
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導
者
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し
て
の

地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
さ
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ま
し
た
。
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と
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田
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祐

二
・
泰
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仏
生
山
）
津
下
裕
美
子
・
裕

風（
洸
風
）
赤
松
德
子
・
德
風（
相
愛
）

藤
本
由
紀
子
・
紫
風（
寿
風
）
岡
本
照

子
・
照
風（
あ
ゆ
み
）
井
上
良
一
・
珀
風

（
綾
南
）

　
（
傘
寿
・
米
寿
・
白
寿
）

⑦
剣
詩
舞

　

⑧
吟
詠　

大
師
範
以
上
の
希
望
者
・  

連
吟

　

⑨
吟
詠　

名
誉
会
長
・
少
壮
吟
士

O
B

◎
全
員
研
修
会

　

日　

時　
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月
16
日
㈰

　

会　

場　

三
木
町
文
化
交
流
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ラ
ザ

　

開
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要
領

　

①
特
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（
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寿
風
会
長
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②
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（
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④
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⑤
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⑥
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Ｂ
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見
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っ
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天
の
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石
清
尾
八
幡
神

社
に
本
部
事
務
局
長
久
保
田
章
風
氏
・

会
計
部
長
佐
々
木
政
風
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の
三
人
で
参

新
春
に
思
う

令
和
七
年
度

臥
風
流
本
部
事
業
計
画
決
定
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一
年
の
目
標
を
定
め
、
そ
こ

に
向
か
っ
て
踏
み
出
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

　

昨
年
は
創
流
六
十
五
周
年
記
念
大
会

を
は
じ
め
、
臥
風
流
の
諸
行
事
も
全
て

拝
い
た
し
ま
し
た
。
栗
山
臥
風
先
生
顕

彰
碑
に
お
酒
を
お
供
え
し
た
後
、
お
祓

い
を
し
て
い
た
だ
き
、「
日
本
の
誇
」「
臥

風
流
吟
詠
会
詩
」
を
献
吟
し
栗
山
臥
風

宗
家
へ
の
感
謝
と
臥
風
流
の
繁
栄
を
祈

り
ま
し
た
。

　

最
近
は
三
人
で
の
参
拝
が
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
ま
す
が
各
会
に
案
内
を
出

し
て
何
十
人
も
が
集
ま
っ
て
お
祓
い
を

し
て
い
た
だ
き
、
吟
を
献
吟
し
て
い
た

時
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
一
回
の
昇
段
試
験
と
な
る
段
級
審

査
会
が
、
昨
年
五
月
十
二
日
に
、
高
松

国
分
寺
ホ
ー
ル
と
高
松
市
国
分
寺
会
館

に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
76
名
が
受
審
。

　

二
級
〜
四
段
ま
で
六
階
級
で
39
名
、

五
段
、
準
師
範
、
師
範
補
、
師
範
の
37

名
が
受
審
し
、
63
名
が
合
格
し
、
六
月

二
日
の
役
員
総
会
に
於
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
允
許
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
合
格
者
数
は
、
下
記
の
と

お
り
で
し
た
。

　

入
会
後
初
と
な
る
二
級
を
受
審
の
7

名
は
、
緊
張
の
中
に
も
堂
々
と
吟
じ
全

員
合
格
す
る
と
共
に
、
成
績
優
秀
者
2

名
は
一
階
級
上
位
の
一
級
が
允
許
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
級
、
一
級
、
初
段
、
二
段

を
受
審
の
内
で
成
績
優
秀
者
に
は
、
次

の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
特
進
が
允
許
さ
れ

ま
し
た
。

【
二
級
受
審
で
一
級
允
許
者
】　

2
名

中
村
廣
助（
香
南
町
）

奥
村
美
樹（
寿
風
）

【
一
級
受
審
で
初
段
允
許
者
】　

1
名

田
中
悠
美
子（
英
風
）

【
初
段
受
審
で
二
段
允
許
者
】　

１
名

目
方
恵
子（
洸
風
）

【
二
段
受
審
で
三
段
允
許
者
】　

1
名

大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）

【
三
段
合
格
者
雅
号
付
与
】

　

今
回
、
三
段
に
合
格
さ
れ
た
12
名
と

特
進
の
1
名
の
方
々
に
は
、「
臥
」
の

付
く
雅
号
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

師
範
に
合
格
の
7
名
に
は「
風
」の
付
く

雅
号
が
付
与
さ
れ
、
指
導
者
と
し
て
の

地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
さ
れ
ま
し
た
。

【
師
範
合
格
者
と
雅
号
付
与
】　

7
名

西
岡
く
に
子
・
悠
風（
本
山
）
田
村
祐

二
・
泰
風（
仏
生
山
）
津
下
裕
美
子
・
裕

風（
洸
風
）
赤
松
德
子
・
德
風（
相
愛
）

藤
本
由
紀
子
・
紫
風（
寿
風
）
岡
本
照

子
・
照
風（
あ
ゆ
み
）
井
上
良
一
・
珀
風

（
綾
南
）

　
（
傘
寿
・
米
寿
・
白
寿
）

⑦
剣
詩
舞

　

⑧
吟
詠　

大
師
範
以
上
の
希
望
者
・  

連
吟

　

⑨
吟
詠　

名
誉
会
長
・
少
壮
吟
士

O
B

◎
全
員
研
修
会

　

日　

時　

11
月
16
日
㈰

　

会　

場　

三
木
町
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

　

開
催
要
領

　

①
特
別
研
修
（
徳
田
寿
風
会
長
）

　

②
令
和
7
年
度
（
師
範
合
格
者
）

　

③
令
和
7
年
度
（
段
級
別
コ
ン
ク
ー

ル
優
勝
者
・
吟
士
権
者
）

　

④
令
和
7
年
度
（
各
種
県
大
会
及
び

四
国
・
中
国
・
全
国
大
会
優
秀
者
）

　

⑤
吟
詠
（
全
国
大
会
優
勝
者
）

　

⑥
少
壮
吟
士
Ｏ
Ｂ
吟
詠

　

桜
見
物
の
好
季
節
と
な
っ
た
晴
天
の

令
和
六
年
四
月
二
日
、
石
清
尾
八
幡
神

社
に
本
部
事
務
局
長
久
保
田
章
風
氏
・

会
計
部
長
佐
々
木
政
風
氏
の
三
人
で
参

令
和
六
年
度

　
　
　
段
級
審
査
結
果

令
和
六
年
度

　
　
　
段
級
審
査
結
果

　
　

会
長　

徳
田　

寿
風

「
日
本
の
誇
」

　
　
　
　
詩
碑
参
拝

左より　徳田寿風会長、佐々木政風会計部長

令和 6年度　臥風流段級審査合格者数
実施日：令和6年5月12日

申込者 欠席者 実受審者 合格者 合格率（%） 特進者区　分
10
1
5
2
14
11
10
8
10
12
83

3
0
0
1
0
0
0
0
2
1
7

7
1
5
1
14
11
10
8
8
11
76

7
1
5
1
12
9
7
7
7
7
63

100.0
100.0
100.0
100.0
85.7
81.8
70.0
87.5
87.5
63.6
82.7

2
1
1
1

5

２　級
１　級
初　段
二　段
三　段
四　段
五　段
準師範
師範補
師　範
合　計
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五
頁
）、
第
七
号
議
案
そ
の
他
で
は

⑴
脱
会

　

№
33　

母
神
吟
詠
会

　
　

5
・
7
・
31
付
（
石
川
司
朗
）

　

№
77　

草
風
吟
詠
会

　
　

5
・
8
・
2
付
（
久
保
早
苗
）

　

№
3　

高
松
吟
和
会

　
　

5
・
10
・
15
付
（
木
村
忠
志
）

　

№
56　

常
盤
吟
詠
会

　
　

6
・
1
・
31
付
（
寺
尾
琳
子
）

　

№
1　

金
蘭
吟
詠
会

　
　

6
・
2
・
29
付
（
三
笠
輝
彦
）　

　

№
34　

綾
歌
吟
詠
会

　
　

6
・
2
・
29
付
（
北
山
幸
義
）

　

復
帰　

　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　

6
・
4
・
1
付
（
奈
良
正
雄
）

⑵
会
員
の
推
移

　

五
年
度
は
389
名
、
43
名
の
減
少
。

⑶
臥
風
流
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
日
別
（
平
成
30
年
10

月
22
日
〜
令
和
6
年
3
月
31
日
）

訪
問
者　
　
　
　
　
　
　
5
、
6
0
9

訪
問
数　
　
　
　
　
　
　
7
、
0
2
8

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数　
　
2
0
、
7
3
6

問
合
せ
数　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　

最
後
に
徳
田
寿
風
臥
風
流
会
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
役
員
総
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

画
案
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

⑴
常
任
理
事
会　
　
　

4
月
13
日
㈯

⑵
段
級
審
査
打
合
会　

4
月
13
日
㈯

⑶
段
級
審
査
会　
　
　

5
月
12
日
㈰

⑷
自
由
吟
詠　
　
　
　

5
月
25
日
㈯

⑸
師
範
研
修
会
⑴　
　

5
月
25
日
㈯

⑹
役
員
総
会　
　
　
　

6
月
2
日
㈰

⑺
自
由
吟
詠　
　
　
　

7
月
15
日

⑻
師
範
研
修
会
⑵　
　

7
月
15
日

⑼
創
流
65
周
年
記
念　

令
和
6
年
度

　

第
42
回
臥
風
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
1
日
㈰

⑽
段
級
別
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
10
月
12
日
㈯

⑾
吟
士
権
者
決
定
吟
詠
大
会

10
月
12
日
㈯

⑿
全
員
研
修
会　
　
　

10
月
26
日
㈯

⒀
常
任
理
事
会　
　
　

12
月
1
日
㈰

⒁
自
由
吟
詠　
　
　
　

12
月
8
日
㈰

⒂
師
範
研
修
会
⑶　
　

12
月
8
日
㈰

⒃
吟
詠
発
表
大
会
【
準
師
範
以
上
】

　
　
　
　
　
　

令
和
7
年
3
月
23
日
㈰

◎
本
部
関
連
事
業

　

①
郊
外
研
修
会　
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
実
施

　

引
き
続
き
、
第
四
号
議
案
の
予
算
案

（
別
表
四
頁
）が
会
計
部
長
か
ら
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案
で
は
臥
風
流
吟
詠
会
本

部
規
約
の
一
部
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、

役
員
の
任
期
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
六
号
議
案
で
は
役
員
改
選（
別
表

　

第
一
号
議
案
に
、
令
和
五
年
度
事
業

報
告
が
上
程
さ
れ
、
久
保
田
章
風
事
務

局
長
よ
り
各
種
事
業
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

第
二
号
議
案
に
、
令
和
五
年
度
会
計

決
算
報
告
が
上
程
さ
れ
、
佐
々
木
政
風

会
計
部
長
よ
り
収
支
報
告
が
詳
細
に
行

わ
れ
ま
し
た
。（
別
表
四
頁
）

　

そ
の
後
、
大
路
幸
風
、
樋
口
徳
風
監

事
よ
り
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の

内
容
は
全
て
適
正
で
あ
る
。
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
議
案
は
、令
和
六
年
度
事
業
計

　

昨
年
六
月
二
日
、
高
松
市
内
マ
リ
ン

パ
レ
ス
さ
ぬ
き
2
階
瀬
戸
の
間
に
於
い

て
、
102
名
の
役
員
中
、
25
名
の
委
任
状
、

77
名
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
十
時
開
会
宣
言
の
後
徳
田
寿
風

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
議
長
団
に
定
國

伯
風（
英
風
）
玉
木
浩
風（
長
尾
）
両
氏

を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

（月・祝）（月・祝）

臥
風
流
吟
詠
会

本
部
役
員
総
会
開
催
す

臥
風
流
吟
詠
会

本
部
役
員
総
会
開
催
す

徳田寿風会長
挨拶

玉木　浩風　　　　　定國　伯風
議長団の選出

申込者 欠席者 実受審者 合格者 合格率（%） 特進者年　度
95
114
132
172
179
192
216
225
265
282

7
8
16
0
13
10
12
16
19
18

88
106
116
172
166
182
204
209
246
264

66
85
89
172
134
146
169
177
204
218

75,0
80.2
76.7
100.0
80.7
80.2
82.8
84.7
82.9
82.6

5
5
6
0
10
10
12
12
14
17

５年度
４年度
３年度
２年度
元年度
30年度
29年度
28年度
27年度
26年度

［過去10年間の実績］
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単位：円

299,000
165,383
484,497
132,406
179,165
42,757
112,868

△ 151,211
365,377
6,600
35,260
206,800
330,000
161,200
46,107
258,860
85,800
52,000
103,232
1,211,069
（427,260）
（195,068）
（156,339）
（280,000）
（152,402）
200,000
400,163

令和 5年度段級審査会受審料　仮受払出
段　級　審　査　会　費
全　員　研　修　会　費
役　員　総  会  費　 　
吟剣詩舞道大会費
段級別  コンクール費
吟士権者決定大会費
吟詠発表大会費
師範研修会費
同 好 会 活 動  費
常任理事会・執行部会費
役員名簿 印 刷  費
臥風流だより発行費
広   報   費
幼少年活動費
令和6年度版教本発行費
各種通知文等印刷費
慶   弔   費
コロナ対策費
本部運営費
　・事務所　家賃
　・事務所　コピー機維持費
　・事務所　雑費
　・事務局活動費（会長・事務局長・会計部長）
　・通信・郵送料
石川県能登半島地震災害に対する義援金
令和 6年度　各大会会場費他　費用仮払

令和5年度会計報告書

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部

自　令和5年4月1日～至　令和6年3月31日

小　　　　　　　　　　　計

次　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

4,727,333

7,075,927

11,803,260

442,334

1,167,000

1,545,000

 3,000

468,000

1,132,800

142

43,800

236,000

令和 5年度各大会会場費他費用　仮払戻入

本部会費（一般）　　　　　    389名

準師範以上会費（特別）　　    309名

入会金

教本収益金

允許料

預金利子

香川県総連より用品使用料等

令和 6年度段級審査会　受審料仮受

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部

小　　　　　　　　　　　計

前　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

5,038,076

6,765,184

11,803,260

小　　　　　　　　　　　計

次　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

5,195

6,173

11,368

小　　　　　　　　　　　計

前　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

4,292

7,076

11,368

単位：千円

236
190
150
150
800
40
100
1

450
40
200
350
200
80
250
100
100
100
1,308
（428）
（200）
（200）
（280）
（200）
350

令和 6年度段級審査会受審料　仮受払出
段級審査会費
全員研修会費
役員総会費
吟剣詩舞道大会費
段級別コンクール費
吟士権者決定大会費
吟詠発表大会費
準師研修会費
常任理事会・執行部会費
役員名簿印刷費
臥風流だより発行費
広報費
幼少年活動費
令和 7年度版教本　発行費
各種通知文等印刷費
慶弔費
コロナ対策費
本部運営費
　・事務所　家賃
　・事務所　コピー機維持費
　・事務所　雑費
　・事務局活動費（会長・事務局長・会計部長）
　・通信・郵送料
令和 7年度　段級審査会他　費用仮払

令和6年度会計予算書

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部

自　令和6年4月1日～至　令和7年3月31日

401

1,080

1,500

460

500

1

50

300

令和 6年度大会会場費他　　仮払戻入

本部会費（一般）　　　　　    360名

準師範以上会費（特別）　　    300名

令和 7年度版教本　収益金 

允許料

預金利子

香川県総連より用品使用料等

令和 7年度段級審査会　受審料仮受

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部

⑷詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号2025年（令和7年）2月10日



名誉会長 宮本　浩風
顧　 問 木村　義雄 副会長 大森　英風　横山　公風　山本　鷲風　松下　功風　須田　鋒風

本 部 役 員（令和6年度改選）［任期：令和6年4月1日～令和8年3月31日］

業務区分 責任者（部長・次長） 常 　 任 　 理 　 事 本 　 部 　 理 　 事

事　　　務　　　局

段　　　級　　　審　　　査

コ　ン　ク　ー　ル
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昨
年
十
月
二
十
六
日（
土
）高
松
国
分

寺
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
臥
風
流
全
員
研

修
会
が
二
百
十
二
名
の
会
員
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
田
鋒
風
大
会
副
委
員
長
の
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
国
歌
斉
唱
、
臥
風
流
吟

詠
会
詩
吟
詠
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
徳
田
寿
風
会
長
に
よ
る
「
令

和
七
年
度
臥
風
流
指
定
吟
題
集
に
つ
い

て
」
の
特
別
研
修
が
あ
り
、「
美
し
く

明
瞭
な
発
声
発
音
に
つ
い
て
」
日
常
会

話
で
意
識
し
て
元
気
よ
く
、
声
が
綺
麗

で
発
音
が
正
し
く
良
く
判
る
明
瞭
な
発

音
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
吟
詠
を
め
ざ
し
て
」

言
葉
を
大
事
に
強
弱
、
緩
急
、
明
暗
、

色
彩
、
情
感
、
声
質
等
、
流
れ
で
表
情

を
変
え
て
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
難
し
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
が
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
が
今
年
度
は
倉
敷
で
開
催
さ
れ
、

女
性
三
チ
ー
ム
と
男
性
二
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
来
年
度
は
東
京
の
武
道
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
是
非

参
加
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
、
最
後
に
草

薙
賢
風
氏
よ
り
、
昨
日
N
H
K
の
報
道

と
今
朝
の
四
国
新
聞
紙
上
で
徳
田
寿
風

大
会
会
長
が
、
県
文
化
功
労
者
で
十
一

月
三
日
に
表
彰
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
御
座
い
ま

す
。
そ
の
後
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
な
り
、
令
和
六
年
度
の

段
級
審
査
会
・
師
範
合
格
者
六
名
の
吟

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
無
い
と
思
い
が
ち
で
あ

る
が
、
身
近
な
所
で
発
生
し
て
い
る
の

で
、
常
時
注
意
し
て
感
染
対
策
を
し
て

頂
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
年
一
回
の
徳
田
寿
風
会
長
と

大
森
英
風
先
生
の
個
別
指
導
で
九
名
の

吟
詠
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
詩
情
を
よ

く
把
握
し
、
登
壇
す
る
時
か
ら
態
度
・

気
持
ち
を
取
り
決
め
て
出
て
く
る
こ
と
。

吟
で
闊
達
、
強
弱
、
攻
め
、
激
し
く
、

又
す
っ
き
り
、
上
品
、
綺
麗
な
声
等
の

出
し
方
で
今
後
よ
り
良
い
吟
に
な
る
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
吟
詠
実
習
は
来
年
度
の
律
詩

「
暮
秋
雑
吟
」
を
徳
田
寿
風
会
長
「
月

夜
荒
城
の
曲
を
聞
く
」
を
大
森
英
風
先

生
の
細
か
く
具
体
的
な
ご
指
導
を
受
け

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
十
五
日
、
第
二
回
目
の
師

範
研
修
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
令
和
七
年
度
指
定
吟
題
集
よ

　

令
和
六
年
度
段
級
別
吟
詠
コ
ン
ク
ー

ル（
優
勝
者
）三
名
、
令
和
六
年
度
吟
士

権
者
決
定
吟
詠
大
会（
吟
士
権
者
）三

名
、
令
和
六
年
度
各
種
県
大
会
及
び
四

国
・
中
国
・
全
国
大
会
優
秀
者（
剣
舞
）二

名
、
令
和
六
年
度
各
種
県
大
会
及
び
四

国
・
中
国
・
全
国
大
会
優
秀
者（
詩
吟
）

二
十
五
名
、
令
和
六
年
度
全
国
合
吟
コ

ン
ク
ー
ル
出
場
五
チ
ー
ム
、
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会（
優
勝
者
）三

名
、
最
後
に
徳
田
寿
風
大
会
会
長
の
大

変
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
詠
で
締
め
く
く

り
大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
三
月
二
十
四
日
、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
臥
風
流
吟
詠
発
表

大
会
が
行
わ
れ
、
準
師
範
か
ら
総
範
ま

の
会
員
が
参
加
し
て
、
平
素
の
吟
詠
研

鑽
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
横
山
公
風
大
会
会
長

の
開
会
の
言
葉
の
後
、
国
家
斉
唱
、
臥

風
流
吟
詠
会
詩
吟
詠
と
続
き
、
吟
詠
第

一
部
準
師
範
・
師
範
補
で
は
、
十
四
名

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
師
範
で
は
七
十
六
名
の
申
込

に
対
し
、
六
十
名
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
三
部
大
師
範
・
総
範
で
は
五
十
五

名
の
申
込
に
対
し
、
四
十
七
名
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

九
十
四
歳
に
な
っ
た
松
下
真
風
先
生

の
力
強
い
吟
に
感
じ
入
り
、
来
年
も
先

生
の
お
元
気
な
吟
を
聞
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

徳
田
寿
風
臥
風
流
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
今
年
度
の
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー

ル
と
来
年
度
香
川
県
で
行
わ
れ
る
高
校

総
体
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

高
校
生
二
名
の
元
気
な
吟
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
大
会
副
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

第
一
回
自
由
吟
詠（
五
月
二
十
五
日
）

　

最
初
に
久
保
田
章
風
事
務
局
長
よ

り
、
自
由
吟
詠
の
思
考
と
心
構
え
の
挨

拶
が
あ
り
六
十
五
名
の
個
人
吟
詠
が
あ

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
十
一
月
十
日
に
開
催
さ

れ
る
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
倉
敷
に
出
吟
さ
れ
る
男
性
二
チ

ー
ム
女
性
三
チ
ー
ム
合
計
七
十
五
名
が

徳
田
寿
風
会
長
・
大
森
英
風
先
生
の
指

導
の
も
と
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
回
自
由
吟
詠（
七
月
十
五
日
）

　

師
範
研
修
前
の
午
前
の
空
き
時
間
を

活
用
す
る
自
由
吟
詠
が
定
着
し
、
七
十

五
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
で
練
習
で
き
る
事
は
大
変
喜
ば
し

い
と
多
く
の
方
々
か
ら
賛
同
の
声
を
頂

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
初
心
者
の
方
々

も
多
く
参
加
し
、
普
段
の
練
習
と
は
違

っ
た
緊
張
感
を
体
験
で
き
た
と
い
う
方

が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
吟
詠
発
表
の
練

習
の
場
と
し
て
益
々
活
用
さ
れ
る
事
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

第
三
回
自
由
吟
詠（
十
二
月
八
日
）

　

丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
三
回
自
由
吟
詠
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
五
十
五
名
の
申
込
み
が
あ
り
、

多
く
の
方
が
七
年
度
指
定
吟
題
を
吟

じ
、
次
年
度
段
級
審
査
会
や
吟
詠
大
会

へ
の
挑
戦
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

 

今
後
も
自
由
吟
詠
に
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
吟
詠
の
楽
し
さ
を
皆
で
一

緒
に
共
有
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

令
和
六
年
度
、
第
一
回
師
範
研
修
会

が
五
月
二
十
五
日（
土
）に
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
会
員
百
十
七
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

り
律
詩
の
「
長
安
春
望
」
を
横
山
公
風

研
修
部
長
が
、「
琵
琶
湖
上
の
作
」
と

「
蜀
相
」
を
大
森
英
風
研
修
部
次
長
が

指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
個
人
吟
詠
で
は
十
二
名
が
午

前
の
自
由
吟
詠
で
の
練
習
を
生
か
し
落

ち
着
い
た
吟
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表

後
に
横
山
公
風
研
修
部
長
が
一
人
づ
つ

懇
切
丁
寧
に
、
発
声
や
詩
文
の
吟
じ
方
、

伴
奏
に
あ
わ
せ
た
詠
い
方
、
舞
台
で
の

姿
勢
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
解
り
や

す
く
的
確
な
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

個
人
吟
詠
を
さ
れ
た
方
々
や
会
場
で

指
導
状
況
を
聞
い
て
い
た
方
々
に
と
っ

て
も
非
常
に
有
意
義
な
指
導
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
吟
詠

発
表
が
ま
す
ま
す
た
の
し
み
で
あ
り
ま

す
。

 

昨
年
十
二
月
八
日（
日
）に
丸
亀
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
受
講
者

百
八
名
（
内
一
般
参
加
者
十
五
名
）
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

最
初
に
研
修
部
長
の
横
山
公
風
先
生

の
挨
拶
で
今
日
は
徳
田
寿
風
大
会
会
長

よ
り
、
和
歌
四
題
と
「
こ
ぶ
し
」
に
つ

い
て
の
研
修
な
の
で
自
分
で
努
力
し
て

上
手
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

 

引
き
続
き
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

教
本
の
和
歌
、
四
題
の
指
導
説
明
が
あ

り
最
後
に
「
こ
ぶ
し
」
の
指
導
で
「
こ
ぶ

し
」
が
無
け
れ
ば
評
価
は
低
い
。
個
人

差
が
あ
り
、
す
ぐ
会
得
で
き
る
人
も
あ

る
が
上
手
な
人
の
吟
を
聞
い
て
覚
え
る

又
、
指
導
者
に
基
本
を
教
え
て
貰
う
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。
特
に
上
回
し
の
コ

ツ
が
あ
る
。
節
が
終
わ
る
前
に
一
つ
上

げ
て
降
り
る
こ
と
。
節
が
終
わ
る
前
に

音
を
出
す
ド
シ
ラ
↓
ド
シ
ィ
（
こ
の
音

を
高
く
）ラ
に
降
り
る
様
な
こ
と
で
す
。

大
変
難
し
い
で
す
が
会
得
す
る
と
吟
が

見
違
え
た
様
に
上
達
し
ま
す
。
今
ま
で

と
違
っ
た
吟
に
な
る
よ
う
で
す
。

 

今
回
も
徳
田
寿
風
大
会
会
長
に
高
度

な
指
導
を
頂
き
全
員
一
段
階
上
手
に
な

っ
た
気
分
に
な
り
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
先
生
よ
り
七
名
の

方
の
個
人
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ク

セ
ン
ト
、
音
階
を
き
ち
っ
と
す
る
。
腹

に
力
を
入
れ
て
言
葉
を
伝
え
る
。
音
程

を
正
し
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
。

母
音
の
落
ち
着
き
を
考
え
る
。
止
め
を

き
ち
っ
と
止
め
て
次
の
音
階
に
入
る
。

最
後
ま
で
声
を
出
し
届
く
よ
う
に
す
る
。

以
上
基
本
的
な
こ
と
の
指
導
で
あ
り
ま

す
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

津下　裕風
（洸風）

岡本　照風
（あゆみ）

西岡　悠風
（本山）

田村　泰風
（仏生山）

須田鋒風大会副委員長
開会挨拶

赤松　德風
（相愛）

井上　珀風
（綾南）

徳田寿風大会会長

令
和
六
年
度

臥
風
流

　
　
全
員
研
修
会

令
和
六
年
度

臥
風
流

　
　
全
員
研
修
会

⑹詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号2025年（令和7年）2月10日



　

昨
年
十
月
二
十
六
日（
土
）高
松
国
分

寺
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
臥
風
流
全
員
研

修
会
が
二
百
十
二
名
の
会
員
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
田
鋒
風
大
会
副
委
員
長
の
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
国
歌
斉
唱
、
臥
風
流
吟

詠
会
詩
吟
詠
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
徳
田
寿
風
会
長
に
よ
る
「
令

和
七
年
度
臥
風
流
指
定
吟
題
集
に
つ
い

て
」
の
特
別
研
修
が
あ
り
、「
美
し
く

明
瞭
な
発
声
発
音
に
つ
い
て
」
日
常
会

話
で
意
識
し
て
元
気
よ
く
、
声
が
綺
麗

で
発
音
が
正
し
く
良
く
判
る
明
瞭
な
発

音
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
吟
詠
を
め
ざ
し
て
」

言
葉
を
大
事
に
強
弱
、
緩
急
、
明
暗
、

色
彩
、
情
感
、
声
質
等
、
流
れ
で
表
情

を
変
え
て
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
難
し
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
が
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
が
今
年
度
は
倉
敷
で
開
催
さ
れ
、

女
性
三
チ
ー
ム
と
男
性
二
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
来
年
度
は
東
京
の
武
道
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
是
非

参
加
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
、
最
後
に
草

薙
賢
風
氏
よ
り
、
昨
日
N
H
K
の
報
道

と
今
朝
の
四
国
新
聞
紙
上
で
徳
田
寿
風

大
会
会
長
が
、
県
文
化
功
労
者
で
十
一

月
三
日
に
表
彰
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
御
座
い
ま

す
。
そ
の
後
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
な
り
、
令
和
六
年
度
の

段
級
審
査
会
・
師
範
合
格
者
六
名
の
吟

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
無
い
と
思
い
が
ち
で
あ

る
が
、
身
近
な
所
で
発
生
し
て
い
る
の

で
、
常
時
注
意
し
て
感
染
対
策
を
し
て

頂
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
年
一
回
の
徳
田
寿
風
会
長
と

大
森
英
風
先
生
の
個
別
指
導
で
九
名
の

吟
詠
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
詩
情
を
よ

く
把
握
し
、
登
壇
す
る
時
か
ら
態
度
・

気
持
ち
を
取
り
決
め
て
出
て
く
る
こ
と
。

吟
で
闊
達
、
強
弱
、
攻
め
、
激
し
く
、

又
す
っ
き
り
、
上
品
、
綺
麗
な
声
等
の

出
し
方
で
今
後
よ
り
良
い
吟
に
な
る
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
吟
詠
実
習
は
来
年
度
の
律
詩

「
暮
秋
雑
吟
」
を
徳
田
寿
風
会
長
「
月

夜
荒
城
の
曲
を
聞
く
」
を
大
森
英
風
先

生
の
細
か
く
具
体
的
な
ご
指
導
を
受
け

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
十
五
日
、
第
二
回
目
の
師

範
研
修
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
令
和
七
年
度
指
定
吟
題
集
よ

　

令
和
六
年
度
段
級
別
吟
詠
コ
ン
ク
ー

ル（
優
勝
者
）三
名
、
令
和
六
年
度
吟
士

権
者
決
定
吟
詠
大
会（
吟
士
権
者
）三

名
、
令
和
六
年
度
各
種
県
大
会
及
び
四

国
・
中
国
・
全
国
大
会
優
秀
者（
剣
舞
）二

名
、
令
和
六
年
度
各
種
県
大
会
及
び
四

国
・
中
国
・
全
国
大
会
優
秀
者（
詩
吟
）

二
十
五
名
、
令
和
六
年
度
全
国
合
吟
コ

ン
ク
ー
ル
出
場
五
チ
ー
ム
、
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会（
優
勝
者
）三

名
、
最
後
に
徳
田
寿
風
大
会
会
長
の
大

変
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
詠
で
締
め
く
く

り
大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
三
月
二
十
四
日
、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
臥
風
流
吟
詠
発
表

大
会
が
行
わ
れ
、
準
師
範
か
ら
総
範
ま

の
会
員
が
参
加
し
て
、
平
素
の
吟
詠
研

鑽
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
横
山
公
風
大
会
会
長

の
開
会
の
言
葉
の
後
、
国
家
斉
唱
、
臥

風
流
吟
詠
会
詩
吟
詠
と
続
き
、
吟
詠
第

一
部
準
師
範
・
師
範
補
で
は
、
十
四
名

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
師
範
で
は
七
十
六
名
の
申
込

に
対
し
、
六
十
名
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
三
部
大
師
範
・
総
範
で
は
五
十
五

名
の
申
込
に
対
し
、
四
十
七
名
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

九
十
四
歳
に
な
っ
た
松
下
真
風
先
生

の
力
強
い
吟
に
感
じ
入
り
、
来
年
も
先

生
の
お
元
気
な
吟
を
聞
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

徳
田
寿
風
臥
風
流
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
今
年
度
の
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー

ル
と
来
年
度
香
川
県
で
行
わ
れ
る
高
校

総
体
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

高
校
生
二
名
の
元
気
な
吟
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
大
会
副
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

第
一
回
自
由
吟
詠（
五
月
二
十
五
日
）

　

最
初
に
久
保
田
章
風
事
務
局
長
よ

り
、
自
由
吟
詠
の
思
考
と
心
構
え
の
挨

拶
が
あ
り
六
十
五
名
の
個
人
吟
詠
が
あ

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
十
一
月
十
日
に
開
催
さ

れ
る
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
倉
敷
に
出
吟
さ
れ
る
男
性
二
チ

ー
ム
女
性
三
チ
ー
ム
合
計
七
十
五
名
が

徳
田
寿
風
会
長
・
大
森
英
風
先
生
の
指

導
の
も
と
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
回
自
由
吟
詠（
七
月
十
五
日
）

　

師
範
研
修
前
の
午
前
の
空
き
時
間
を

活
用
す
る
自
由
吟
詠
が
定
着
し
、
七
十

五
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
で
練
習
で
き
る
事
は
大
変
喜
ば
し

い
と
多
く
の
方
々
か
ら
賛
同
の
声
を
頂

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
初
心
者
の
方
々

も
多
く
参
加
し
、
普
段
の
練
習
と
は
違

っ
た
緊
張
感
を
体
験
で
き
た
と
い
う
方

が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
吟
詠
発
表
の
練

習
の
場
と
し
て
益
々
活
用
さ
れ
る
事
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

第
三
回
自
由
吟
詠（
十
二
月
八
日
）

　

丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
三
回
自
由
吟
詠
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
五
十
五
名
の
申
込
み
が
あ
り
、

多
く
の
方
が
七
年
度
指
定
吟
題
を
吟

じ
、
次
年
度
段
級
審
査
会
や
吟
詠
大
会

へ
の
挑
戦
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

 

今
後
も
自
由
吟
詠
に
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
吟
詠
の
楽
し
さ
を
皆
で
一

緒
に
共
有
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

令
和
六
年
度
、
第
一
回
師
範
研
修
会

が
五
月
二
十
五
日（
土
）に
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
会
員
百
十
七
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

り
律
詩
の
「
長
安
春
望
」
を
横
山
公
風

研
修
部
長
が
、「
琵
琶
湖
上
の
作
」
と

「
蜀
相
」
を
大
森
英
風
研
修
部
次
長
が

指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
個
人
吟
詠
で
は
十
二
名
が
午

前
の
自
由
吟
詠
で
の
練
習
を
生
か
し
落

ち
着
い
た
吟
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表

後
に
横
山
公
風
研
修
部
長
が
一
人
づ
つ

懇
切
丁
寧
に
、
発
声
や
詩
文
の
吟
じ
方
、

伴
奏
に
あ
わ
せ
た
詠
い
方
、
舞
台
で
の

姿
勢
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
解
り
や

す
く
的
確
な
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

個
人
吟
詠
を
さ
れ
た
方
々
や
会
場
で

指
導
状
況
を
聞
い
て
い
た
方
々
に
と
っ

て
も
非
常
に
有
意
義
な
指
導
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
吟
詠

発
表
が
ま
す
ま
す
た
の
し
み
で
あ
り
ま

す
。

 

昨
年
十
二
月
八
日（
日
）に
丸
亀
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
受
講
者

百
八
名
（
内
一
般
参
加
者
十
五
名
）
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

最
初
に
研
修
部
長
の
横
山
公
風
先
生

の
挨
拶
で
今
日
は
徳
田
寿
風
大
会
会
長

よ
り
、
和
歌
四
題
と
「
こ
ぶ
し
」
に
つ

い
て
の
研
修
な
の
で
自
分
で
努
力
し
て

上
手
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

 

引
き
続
き
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

教
本
の
和
歌
、
四
題
の
指
導
説
明
が
あ

り
最
後
に
「
こ
ぶ
し
」
の
指
導
で
「
こ
ぶ

し
」
が
無
け
れ
ば
評
価
は
低
い
。
個
人

差
が
あ
り
、
す
ぐ
会
得
で
き
る
人
も
あ

る
が
上
手
な
人
の
吟
を
聞
い
て
覚
え
る

又
、
指
導
者
に
基
本
を
教
え
て
貰
う
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。
特
に
上
回
し
の
コ

ツ
が
あ
る
。
節
が
終
わ
る
前
に
一
つ
上

げ
て
降
り
る
こ
と
。
節
が
終
わ
る
前
に

音
を
出
す
ド
シ
ラ
↓
ド
シ
ィ
（
こ
の
音

を
高
く
）ラ
に
降
り
る
様
な
こ
と
で
す
。

大
変
難
し
い
で
す
が
会
得
す
る
と
吟
が

見
違
え
た
様
に
上
達
し
ま
す
。
今
ま
で

と
違
っ
た
吟
に
な
る
よ
う
で
す
。

 

今
回
も
徳
田
寿
風
大
会
会
長
に
高
度

な
指
導
を
頂
き
全
員
一
段
階
上
手
に
な

っ
た
気
分
に
な
り
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
先
生
よ
り
七
名
の

方
の
個
人
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ク

セ
ン
ト
、
音
階
を
き
ち
っ
と
す
る
。
腹

に
力
を
入
れ
て
言
葉
を
伝
え
る
。
音
程

を
正
し
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
。

母
音
の
落
ち
着
き
を
考
え
る
。
止
め
を

き
ち
っ
と
止
め
て
次
の
音
階
に
入
る
。

最
後
ま
で
声
を
出
し
届
く
よ
う
に
す
る
。

以
上
基
本
的
な
こ
と
の
指
導
で
あ
り
ま

す
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
準
師
範
以
上
）

（
準
師
範
以
上
）

吟
詠
発
表
大
会

吟
詠
発
表
大
会

師
範
研
修
会
前
の

　
　
　

自
由
吟
詠

（一）

師
範
研
修
会
開
催

大森英風大会副会長
閉会挨拶

横山公風大会会長
挨拶

久保田章風事務局長
挨拶

青木　賢心橋本　真希

⑺ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号　2025年（令和7年）2月10日



　

昨
年
十
月
二
十
六
日（
土
）高
松
国
分

寺
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
臥
風
流
全
員
研

修
会
が
二
百
十
二
名
の
会
員
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
田
鋒
風
大
会
副
委
員
長
の
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
国
歌
斉
唱
、
臥
風
流
吟

詠
会
詩
吟
詠
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
徳
田
寿
風
会
長
に
よ
る
「
令

和
七
年
度
臥
風
流
指
定
吟
題
集
に
つ
い

て
」
の
特
別
研
修
が
あ
り
、「
美
し
く

明
瞭
な
発
声
発
音
に
つ
い
て
」
日
常
会

話
で
意
識
し
て
元
気
よ
く
、
声
が
綺
麗

で
発
音
が
正
し
く
良
く
判
る
明
瞭
な
発

音
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
吟
詠
を
め
ざ
し
て
」

言
葉
を
大
事
に
強
弱
、
緩
急
、
明
暗
、

色
彩
、
情
感
、
声
質
等
、
流
れ
で
表
情

を
変
え
て
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
難
し
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
が
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
が
今
年
度
は
倉
敷
で
開
催
さ
れ
、

女
性
三
チ
ー
ム
と
男
性
二
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
来
年
度
は
東
京
の
武
道
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
是
非

参
加
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
、
最
後
に
草

薙
賢
風
氏
よ
り
、
昨
日
N
H
K
の
報
道

と
今
朝
の
四
国
新
聞
紙
上
で
徳
田
寿
風

大
会
会
長
が
、
県
文
化
功
労
者
で
十
一

月
三
日
に
表
彰
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
御
座
い
ま

す
。
そ
の
後
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
な
り
、
令
和
六
年
度
の

段
級
審
査
会
・
師
範
合
格
者
六
名
の
吟

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
無
い
と
思
い
が
ち
で
あ

る
が
、
身
近
な
所
で
発
生
し
て
い
る
の

で
、
常
時
注
意
し
て
感
染
対
策
を
し
て

頂
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
年
一
回
の
徳
田
寿
風
会
長
と

大
森
英
風
先
生
の
個
別
指
導
で
九
名
の

吟
詠
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
詩
情
を
よ

く
把
握
し
、
登
壇
す
る
時
か
ら
態
度
・

気
持
ち
を
取
り
決
め
て
出
て
く
る
こ
と
。

吟
で
闊
達
、
強
弱
、
攻
め
、
激
し
く
、

又
す
っ
き
り
、
上
品
、
綺
麗
な
声
等
の

出
し
方
で
今
後
よ
り
良
い
吟
に
な
る
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
吟
詠
実
習
は
来
年
度
の
律
詩

「
暮
秋
雑
吟
」
を
徳
田
寿
風
会
長
「
月

夜
荒
城
の
曲
を
聞
く
」
を
大
森
英
風
先

生
の
細
か
く
具
体
的
な
ご
指
導
を
受
け

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
十
五
日
、
第
二
回
目
の
師

範
研
修
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
令
和
七
年
度
指
定
吟
題
集
よ

　

令
和
六
年
度
段
級
別
吟
詠
コ
ン
ク
ー

ル（
優
勝
者
）三
名
、
令
和
六
年
度
吟
士

権
者
決
定
吟
詠
大
会（
吟
士
権
者
）三

名
、
令
和
六
年
度
各
種
県
大
会
及
び
四

国
・
中
国
・
全
国
大
会
優
秀
者（
剣
舞
）二

名
、
令
和
六
年
度
各
種
県
大
会
及
び
四

国
・
中
国
・
全
国
大
会
優
秀
者（
詩
吟
）

二
十
五
名
、
令
和
六
年
度
全
国
合
吟
コ

ン
ク
ー
ル
出
場
五
チ
ー
ム
、
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会（
優
勝
者
）三

名
、
最
後
に
徳
田
寿
風
大
会
会
長
の
大

変
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
詠
で
締
め
く
く

り
大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
三
月
二
十
四
日
、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
臥
風
流
吟
詠
発
表

大
会
が
行
わ
れ
、
準
師
範
か
ら
総
範
ま

の
会
員
が
参
加
し
て
、
平
素
の
吟
詠
研

鑽
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
横
山
公
風
大
会
会
長

の
開
会
の
言
葉
の
後
、
国
家
斉
唱
、
臥

風
流
吟
詠
会
詩
吟
詠
と
続
き
、
吟
詠
第

一
部
準
師
範
・
師
範
補
で
は
、
十
四
名

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
師
範
で
は
七
十
六
名
の
申
込

に
対
し
、
六
十
名
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
三
部
大
師
範
・
総
範
で
は
五
十
五

名
の
申
込
に
対
し
、
四
十
七
名
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

九
十
四
歳
に
な
っ
た
松
下
真
風
先
生

の
力
強
い
吟
に
感
じ
入
り
、
来
年
も
先

生
の
お
元
気
な
吟
を
聞
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

徳
田
寿
風
臥
風
流
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
今
年
度
の
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー

ル
と
来
年
度
香
川
県
で
行
わ
れ
る
高
校

総
体
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

高
校
生
二
名
の
元
気
な
吟
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
大
会
副
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

第
一
回
自
由
吟
詠（
五
月
二
十
五
日
）

　

最
初
に
久
保
田
章
風
事
務
局
長
よ

り
、
自
由
吟
詠
の
思
考
と
心
構
え
の
挨

拶
が
あ
り
六
十
五
名
の
個
人
吟
詠
が
あ

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
十
一
月
十
日
に
開
催
さ

れ
る
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
倉
敷
に
出
吟
さ
れ
る
男
性
二
チ

ー
ム
女
性
三
チ
ー
ム
合
計
七
十
五
名
が

徳
田
寿
風
会
長
・
大
森
英
風
先
生
の
指

導
の
も
と
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
回
自
由
吟
詠（
七
月
十
五
日
）

　

師
範
研
修
前
の
午
前
の
空
き
時
間
を

活
用
す
る
自
由
吟
詠
が
定
着
し
、
七
十

五
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
で
練
習
で
き
る
事
は
大
変
喜
ば
し

い
と
多
く
の
方
々
か
ら
賛
同
の
声
を
頂

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
初
心
者
の
方
々

も
多
く
参
加
し
、
普
段
の
練
習
と
は
違

っ
た
緊
張
感
を
体
験
で
き
た
と
い
う
方

が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
吟
詠
発
表
の
練

習
の
場
と
し
て
益
々
活
用
さ
れ
る
事
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

第
三
回
自
由
吟
詠（
十
二
月
八
日
）

　

丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
三
回
自
由
吟
詠
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
五
十
五
名
の
申
込
み
が
あ
り
、

多
く
の
方
が
七
年
度
指
定
吟
題
を
吟

じ
、
次
年
度
段
級
審
査
会
や
吟
詠
大
会

へ
の
挑
戦
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

 

今
後
も
自
由
吟
詠
に
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
吟
詠
の
楽
し
さ
を
皆
で
一

緒
に
共
有
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

令
和
六
年
度
、
第
一
回
師
範
研
修
会

が
五
月
二
十
五
日（
土
）に
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
会
員
百
十
七
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

り
律
詩
の
「
長
安
春
望
」
を
横
山
公
風

研
修
部
長
が
、「
琵
琶
湖
上
の
作
」
と

「
蜀
相
」
を
大
森
英
風
研
修
部
次
長
が

指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
個
人
吟
詠
で
は
十
二
名
が
午

前
の
自
由
吟
詠
で
の
練
習
を
生
か
し
落

ち
着
い
た
吟
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表

後
に
横
山
公
風
研
修
部
長
が
一
人
づ
つ

懇
切
丁
寧
に
、
発
声
や
詩
文
の
吟
じ
方
、

伴
奏
に
あ
わ
せ
た
詠
い
方
、
舞
台
で
の

姿
勢
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
解
り
や

す
く
的
確
な
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

個
人
吟
詠
を
さ
れ
た
方
々
や
会
場
で

指
導
状
況
を
聞
い
て
い
た
方
々
に
と
っ

て
も
非
常
に
有
意
義
な
指
導
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
吟
詠

発
表
が
ま
す
ま
す
た
の
し
み
で
あ
り
ま

す
。

 

昨
年
十
二
月
八
日（
日
）に
丸
亀
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
受
講
者

百
八
名
（
内
一
般
参
加
者
十
五
名
）
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

最
初
に
研
修
部
長
の
横
山
公
風
先
生

の
挨
拶
で
今
日
は
徳
田
寿
風
大
会
会
長

よ
り
、
和
歌
四
題
と
「
こ
ぶ
し
」
に
つ

い
て
の
研
修
な
の
で
自
分
で
努
力
し
て

上
手
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

 

引
き
続
き
徳
田
寿
風
大
会
会
長
よ
り

教
本
の
和
歌
、
四
題
の
指
導
説
明
が
あ

り
最
後
に
「
こ
ぶ
し
」
の
指
導
で
「
こ
ぶ

し
」
が
無
け
れ
ば
評
価
は
低
い
。
個
人

差
が
あ
り
、
す
ぐ
会
得
で
き
る
人
も
あ

る
が
上
手
な
人
の
吟
を
聞
い
て
覚
え
る

又
、
指
導
者
に
基
本
を
教
え
て
貰
う
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。
特
に
上
回
し
の
コ

ツ
が
あ
る
。
節
が
終
わ
る
前
に
一
つ
上

げ
て
降
り
る
こ
と
。
節
が
終
わ
る
前
に

音
を
出
す
ド
シ
ラ
↓
ド
シ
ィ
（
こ
の
音

を
高
く
）ラ
に
降
り
る
様
な
こ
と
で
す
。

大
変
難
し
い
で
す
が
会
得
す
る
と
吟
が

見
違
え
た
様
に
上
達
し
ま
す
。
今
ま
で

と
違
っ
た
吟
に
な
る
よ
う
で
す
。

 

今
回
も
徳
田
寿
風
大
会
会
長
に
高
度

な
指
導
を
頂
き
全
員
一
段
階
上
手
に
な

っ
た
気
分
に
な
り
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
先
生
よ
り
七
名
の

方
の
個
人
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ク

セ
ン
ト
、
音
階
を
き
ち
っ
と
す
る
。
腹

に
力
を
入
れ
て
言
葉
を
伝
え
る
。
音
程

を
正
し
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
。

母
音
の
落
ち
着
き
を
考
え
る
。
止
め
を

き
ち
っ
と
止
め
て
次
の
音
階
に
入
る
。

最
後
ま
で
声
を
出
し
届
く
よ
う
に
す
る
。

以
上
基
本
的
な
こ
と
の
指
導
で
あ
り
ま

す
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（三）

師
範
研
修
会
開
催

（二）

師
範
研
修
会
開
催

横山公風研修部長
挨拶

徳田寿風大会会長の
ご指導

大森英風先生の
ご指導
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【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

第
五
十
一
回　
臥
風
流

段
級
別
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

第
五
十
一
回　
臥
風
流

段
級
別
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

準優勝
中村　廣助

優勝
市原　英俊

優勝
松尾　祐子

第
五
十
一
回　
臥
風
流

段
級
別
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

第
五
十
一
回　
臥
風
流

段
級
別
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

優勝
寺竹　陽菜

第三位
青木　奏真

準優勝
飯村　　仁

優勝
藤目　浩二

準優勝
宮下　真来枝

第三位
濱野　敬子

優勝
目方　恵子

大森英風先生の
個人指導

大森英風先生の
個人指導

⑼ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号　2025年（令和7年）2月10日



【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

優勝
萱原　美千子

準優勝
木太　和代

第三位
定國　　浩

第
二
十
三
回

臥
風
流
吟
士
権
者

　
　
　
　
決
定
吟
詠
大
会

第
二
十
三
回

臥
風
流
吟
士
権
者

　
　
　
　
決
定
吟
詠
大
会

藤目浩二さん

優勝
山野　　緑

準優勝
井澤　幸恵

第三位
山岡　克彰

優勝
横田　　聡

準優勝
青木　純子

第三位
片山　辰夫

第
二
十
三
回

臥
風
流
吟
士
権
者

　
　
　
　
決
定
吟
詠
大
会

第
二
十
三
回

臥
風
流
吟
士
権
者

　
　
　
　
決
定
吟
詠
大
会

段
級
別
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
無
級
の
部

優
勝
者
の
よ
ろ
こ
び

段
級
別
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
無
級
の
部

優
勝
者
の
よ
ろ
こ
び

藤
目　

浩
二
（
洸
風
）
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【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

橋本　臥恵
（孝風）

湊　　臥街
（孝風）

五嶋　臥辰
（下笠居）

古賀　臥隆
（英風）

優勝
小竹　　勲

準優勝
古川　シズ子

第三位
鎌田　　保

第
四
十
二
回

臥
風
流

　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

第
四
十
二
回

臥
風
流

　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
記
念

臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
記
念須田峰風

大会副委員長

小野　臥煇
（寿風）

福家　和風
（綾南陶）

冨川　扇風
（綾南陶）

松下　真風
（高松）

⑾ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号　2025年（令和7年）2月10日



【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

傘寿代表
冨田　康風

米寿代表
水鳥　翔風

小仙　聰風
（鷲山）

山本　鷲風
（鷲山）

（代理）荒井　晨風
（昇風）

松川　天風
（四電）

青木　純風
（孝風）

臥
風
流
幼
少
年
部

橋本　琴音橋本　真希

⑿詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号2025年（令和7年）2月10日



【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

臥
風
流
幼
少
年
部

左から　井下　煌惺、井下　尊凱、橋本　真希、井下　知耀、橋本　百恵、橋本　琴音

左から　津田　夏帆、井下　妃愛香、青木　奏真、笠井　柚希、東條　真衣、田中　悠美子、飯村　仁、寺竹　陽菜

東條　真衣 田中　悠美子東條　真衣 橋本　真希

佐藤　秀彦 佐藤　伸彦 橋本　真希 髙橋　知里 東條　真衣

⒀ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号　2025年（令和7年）2月10日



【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

幼少年部全員

左から　笠井　柚希、津田　夏帆、井下　妃愛香、寺竹　陽菜、井下　煌惺、青木　奏真、飯村　仁

青木　賢心 池川　巧 池川　巧 橋本　百恵

左から　橋本　真希、髙橋　知里、田中　悠美子、東條　真衣

⒁詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号2025年（令和7年）2月10日



【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

吉中　緑風
（寿風）

米澤　都風
（石清尾）

古川　静風
（綾南陶）

鍛冶田　洸風
（四電）

児島　節風
（木太中）

奈良　正風
（瑞鳳）

高校総文祭チーム

井上　菖風
（玉藻）

白神　榮風
（鷲山）

佐々木　誠風
（寿風）

松原　綾風
（寿風）

植松　幸風
（寿風）

堀井　勲 池田　弘隆 東原　恵 佐々木　政彦

⒂ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号　2025年（令和7年）2月10日



【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

令
和
六
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
香
川
県
予
選
大
会

令
和
六
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
香
川
県
予
選
大
会 大森英風大会委員長

閉会挨拶

安藤　鶴風
（鶴風）

橋﨑　圭風
（飯山）

田中　光風
（英風）

坂東　惠風
（英風）

池田　武風
（仏生山）

野田　湘風
（本山）

宮武　明風
（本山）

南原　孝風
（下笠居）

香西　広風
（三木）

大森　英風
（英風）

前原　洋風
（簡保）

川田　美風
（仏生山）

徳田　寿風
（仏生山）

宮本　浩風
（四電）

冨田　康風
（誠風）

久保田　章風
（満濃）

大森　英風
（英風）
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【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

令
和
六
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
決
勝
大
会

令
和
六
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
決
勝
大
会

令
和
六
年
度

　
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
香
川
県
予
選
大
会

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
四
国
地
区
大
会

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
四
国
地
区
大
会

優勝
橋本　真希

第三位
東條　真衣

準優勝
青木　賢心

優勝
浦　　麻紀

準優勝
安藤　智津子

優勝
東原　 恵

第三位
佐々木　政彦

準優勝
松川　吉伸
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【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

令
和
六
年
度

香
川
県

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会

令
和
六
年
度

　
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
四
国
地
区
大
会

優勝
小田　孝子

準優勝
鈴木　幹男

第三位
山本　初子

優勝
青木　純子

優勝
山地　花枝

第三位
定國　美知子

準優勝
井上　良一

優勝
橋本　百恵

第三位
橋本　真希

準優勝
池川　 巧

準優勝
井下　智耀

優勝
橋本　琴音
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【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

第
　
回
　四
国
吟
詠
剣
詩
舞

　
　
　
　
選
手
権
大
会

61

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
香
川
地
区
予
選
大
会

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
香
川
地
区
予
選
大
会

か
が
わ
文
化
芸
術
祭
二
〇
二
四

　
高
松
文
芸
協
会
玉
藻
ま
つ
り

　
　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

か
が
わ
文
化
芸
術
祭
二
〇
二
四

　
高
松
文
芸
協
会
玉
藻
ま
つ
り

　
　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

準優勝
青木　純子

優勝
井上　良一

優勝
松尾　祐子

準優勝
浦　 麻紀

第三位
廣瀬　惠子

優勝
佐々木　政彦

準優勝
松尾　祐子

優勝
松川　吉伸

準優勝
木太　和代
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【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

優勝
寺竹　陽菜

優勝
松尾　祐子

準優勝
鍛冶田　智育

準優勝
玉川　壽美子

第三位
青木　純子

優勝
橋本　百恵

優勝
鍛冶田　智育

第三位
樋口　徳子

優勝
村主　房子
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あ
り
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

●
令
和
六
年
度

　

香
川
県
吟
詠
選
手
権
中
讃
地
区

　

予
選
吟
詠
大
会

　

六
月
九
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
。

　

吟
剣
詩
舞
会
員
が
減
少
す
る
流
れ
の

中
、
中
讃
連
盟
も
同
じ
く
、
そ
し
て
、

臥
風
流
会
員
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
高

齢
化
・
健
康
障
害
・
家
族
事
情
な
ど
で

出
場
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
は
、
一
部
・
二

部
合
わ
せ
て
二
十
七
名
が
参
加
し
て
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

　

な
お
、
入
賞
者
は
、
七
月
二
十
七
日

三
豊
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
香
川
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

●
第
十
四
回　

中
讃
連
盟

　

吟
詠
詩
舞
道
祭

　

八
月
二
十
一
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
。

　

本
大
会
は
、
中
讃
連
盟
の
全
会
員
が

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
県
下
に
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
て
い
る
中
、
体

般
剣
詩
舞
二
十
名
の
合
計
八
十
六
名
の

参
加
を
得
て
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

大
野　

忠
由（
昇
風
）

の
二
名
で
し
た
。

　

本
大
会
は
、
緊
張
感
あ
り
、
少
年
の

交
流
剣
詩
舞
な
ど
、
心
の
和
む
場
面
も

●
第
二
十
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

　

四
月
二
十
日　

今
年
は
、
綾
川
町
吟

詠
連
絡
協
議
会
（
綾
南
吟
詠
会
・
綾
南

陶
吟
詠
会
）
の
お
世
話
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
段
か
ら
師
範
ま
で
十
名
が
挑
戦

し
、
吟
声
・
態
度
な
ど
合
格
へ
の
意
識

は
高
く
、
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
者
（
師
範
、
大
師

範
・
総
範
）
四
十
三
名
と
剣
詩
舞
な
ど

十
三
名
の
模
範
吟
詠
と
詩
舞
の
六
十
六

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
横
山
公
風
先
生
か
ら
受
審

者
へ
の
激
励
と
参
加
者
へ
の
御
礼
で
閉

会
し
ま
し
た
。

●
第
十
一
回

　

中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大
会
・

　

一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

五
月
二
十
六
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

　

年
々
、
会
員
が
減
少
す
る
中
、
審
査

吟
詠
三
十
五
名
・
交
流
吟
詠
二
十
三

名
・
前
年
度
優
勝
者
吟
詠
三
名
・
交
流

少
年
吟
詠
五
名
そ
し
て
交
流
少
年
・
一

【
吟
詠
・
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

第
三
位　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

入　

賞　

鎌
田
保（
信
風
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
竹

内
マ
チ
子（
満
濃
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

堀
田
千
賀
子（
満
濃
）、
竹
本
富
子（
簡

保
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

調
に
気
を
配
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
例
年
ど
お
り
吟
（
独

吟
・
合
吟
）・
舞
（
剣
舞
・
詩
舞
）
と
歌

謡
吟
詠
な
ど
幼
少
年
も
各
々
出
場
し
、

満
2
歳
の
合
吟
（
3
名
）
は
大
変
好
評

で
し
た
。
最
後
に
ゲ
ス
ト
の
大
森
英
風

先
生
と
徳
田
寿
風
会
長
の
構
成
吟
詠
で

盛
り
上
げ
て
頂
き
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
の
中

で
、
折
角
の
盛
沢
山
な
大
会
に
観
客
が

少
な
い
の
は
寂
し
い
の
で
詩
吟
を
知
ら

な
い
一
般
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
工
夫
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

【
一
般
一
部
〕

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

優　

勝　

東
原　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）  

入　

賞　

児
島
節（
木
太
中
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木
一
浩（
長

尾
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴
風
）　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

準
優
勝　

安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞　

池
田
弘
隆（
四
電
）、
堀
井
勲

（
津
田
）、
定
國
浩（
英
風
）、
鈴
木
幹
男

（
寿
風
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
古
川

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、

山
本
初
子（
満
濃
）、塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

小
竹
勲（
玉
藻
）、
田
中
加
代
子（
英

風
）、
細
川
節
子（
志
度
）　　

出
吟
順

佳
吟
賞　

浅
井
能
延（
寿
風
）、
坂
東
惠

美
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
萱

原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
樋
口
徳
子（
あ

ゆ
み
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
竹
内
マ
チ

子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
西
岡

く
に
子（
本
山
）、
森
博
子（
英
風
）、
森

啓
子（
綾
南
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
六
月
三
十
日
徳
島
県
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
〇
印
が
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）

【
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

【
一
般
二
部
】

第
二
位
〇
東
原　

恵（
寿
風
）

入　

賞
〇
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
三
部
】

入　

賞
〇
池
田
弘
隆（
四
電
）、
〇
堀
井

勲（
津
田
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

池
川　

巧（
孝
風
）

第
三
位　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

優　

勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝　

井
上　

良
一（
綾
南
）

第
三
位　

定
國　

美
知
子（
英
風
）

　

昨
年
七
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

【
剣
舞
・
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
二
部
】

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

準
優
勝　

山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
七
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

一
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
（
〇
印
の
六
名
）
は
、

十
月
二
十
七
日
徳
島
県
・
藍
住
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
四
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
吟
詠
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝
〇
小
田　

孝
子（
寿
風
）　
　

 

 

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英

風
）、
田
中
加
代
子（
英
風
）、
玉
川
壽

美
子（
志
度
）、
山
本
初
子（
満
濃
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
六
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
臥
風

流
か
ら
四
名
が
参
加
さ
れ
池
田
弘
隆
さ

ん
が
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
一
般
三
部
】

第
五
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

　

昨
年
五
月
十
九
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
多
数
出
演

し
、
特
に
昨
年
同
様
幼
年
・
少
年
の
部

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

【
剣
舞
・
幼
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

準
優
勝　

井
下　

智
耀（
孝
風
）

　

こ
の
度
は
、優
勝
と
い
う
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
私
自
身
と
て
も
恐
縮
し
、

ま
た
大
変
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
、
一
昨
年

開
催
し
た
会
社
の
書
道
部
の
グ
ル
ー
プ

展
に
お
い
て
、
鍛
冶
田
先
生
か
ら
徳
田

寿
風
先
生
の
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
の
お
誘
い
と
詩
吟
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
勿
論
そ

の
と
き
は
、
詩
吟
の
歌
詞（
フ
レ
ー
ズ
）

と
書
道
に
共
通
・
親
和
性
が
あ
る
こ
と

に
少
し
ば
か
り
の
興
味
を
抱
い
た
く
ら

い
で
、
ま
さ
か
一
年
後
に
詩
吟
を
始
め

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た
の

を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
何
を
始

め
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ま

よ
い
続
け
、
最
初
は
ほ
ん
の
軽
い
気
持

ち
で
、
そ
れ
ま
で
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た

鍛
冶
田
先
生
の
門
を
く
ぐ
っ
た
次
第
で

す
。以
降
月
一
〜
二
回
、
鍛
冶
田
先
生

か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
や
、
同
門
の
諸

先
輩
方
か
ら
良
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

お
な
か
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
ず

つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
二
日
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
準
師
範
以
上
の
会
員
が
82

名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
8
名
、
第
二
部
46
名
第
三
部
28
名
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

横
田　

聡（
綾
南
）

準
優
勝　

青
木　

純
子（
孝
風
）

第
三
位　

片
山　

辰
夫（
英
風
）

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

定
國　

浩（
英
風
）

入　

賞　

長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
森

博
子（
英
風
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
杉

村
さ
よ
子（
鷲
山
）、
西
岡
く
に
子

（
山
本
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
黒
川
謙

司（
香
南
町
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

中
山
百
合
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠

風
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
） 

優　

勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

準
優
勝　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

鎌
田　

保（
信
風
）

入　

賞　

米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
田
中
啓
子（
寿
風
）、

中
川
利
行（
相
愛
）、
塩
谷
捷
代（
寿

風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
一
日
、
臥
風
流
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
こ
と
ば
を
須
田
鋒

風
大
会
副
委
員
長
が
さ
れ
、
国
家
斉
唱

と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
合
吟
さ
れ
ま
し

た
。

 

次
に
自
由
合
吟
が
始
ま
り
十
八
チ
ー

ム
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
女
子
三
チ
ー
ム
と
男
子
二
チ
ー
ム

が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

次
に
九
十
歳
以
上
の
吟
詠
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
野
臥
煇（
寿
風
）、冨
川
扇
風（
綾
南

陶
）、
福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
松
下
真
風

（
高
吟
）の
方
々
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
九
十
歳
以
上
に
な
り
元
気

に
吟
詠
発
表
す
る
事
に
あ
や
か
り
た
い

と
切
に
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
・
新
師
範
補
に
な

ら
れ
た
四
名
の
方
々
の
連
吟
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
長
寿
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

【
傘
寿
の
部
】（
15
名
）

　

冨
田
康
風（
誠
風
）、
大
野
香
風（
国
分

寺
）、
堀
田
賀
風（
満
濃
）、
竹
内
水
風（
満

濃
）、萱
原
美
風（
綾
南
陶
）、今
龍
幸
風（
満

濃
）、
赤
松
德
風（
相
愛
）、
川
田
美
風（
仏

生
山
）、
田
中
光
風（
英
風
）、
蓮
井
鶴
風

（
三
友
）、
佐
々
木
誠
風（
寿
風
）、
鈴
木

耿
風（
大
野
原
）、
須
田
弘
風（
洸
風
）、

上
野
富
風（
相
愛
）、
中
川
臥
行（
相
愛
）

【
米
寿
の
部
】（
7
名
）

　

水
鳥
翔
風（
鶴
尾
）、
貴
志
早
風（
玉

藻
）、
奈
良
正
風（
瑞
鳳
）、
清
原
水
風（
大

内
丹
生
）、
中
山
京
風（
渓
風
）、
盛
田
青

風（
青
山
）、
大
野
敏
風（
あ
ゆ
み
）

　

次
に
、
特
別
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会　

県
外
で
長
年
に
わ
た

り
活
躍
を
さ
れ
た
。

　

井
上
喜
風　

百
歳
を
超
え
る
ま
で
活

躍
さ
れ
た
。

　

次
に
感
謝
状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
純
風　

会
員
獲
得
に
功
績
が
あ

っ
た
。

　

松
川
天
風　

コ
ロ
ナ
対
策
に
功
績
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
臥
風
流
創
流
六
十
五
周
年
の

記
録
が
宮
本
浩
風
名
誉
会
長
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
幼
少
年
部
に
よ
る
構
成
吟
詠

「
日
本
の
名
山
を
詠
う
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
三
番
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、全
国
吟
詠
・
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

剣
舞
幼
年
の
部　

橋
本
琴
音（
孝
風
）

剣
舞
少
年
の
部　

橋
本
真
希（
孝
風
）

吟
詠
一
般
二
部　

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

東
原
恵（
寿
風
）

吟
詠
一
般
三
部　

池
田
弘
隆（
四
電
）、

　

堀
井
勲（
津
田
）

　

次
に
、
総
範
・
大
師
範
の
素
晴
ら
し

い
連
吟
十
八
番
が
あ
り
ま
し
た
。

準
優
勝
〇
鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

山
本　

初
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

小
竹
勲（
玉
藻
）、
玉
川
壽
美

子（
志
度
）、
須
田
邦
夫（
四
電
）、
山
本

貴
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
定

國
浩（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、

藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
岩
田
雅
芳（
桑

山
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝
○
青
木　

純
子（
孝
風
）

【
吟
詠
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝
○
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

佳
吟
賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、
小
泉
眞

砂
子（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）　
　

出
吟
順

 

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
藍
住

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
四
国

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

入　

賞　

松
川
吉
伸（
四
電
）、
松
尾
祐

子（
寿
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
さ
ぬ
き
市
長

尾
公
民
館
に
於
い
て
玉
藻
祭
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
長
尾
公
民
館
新
築
仕
立
て
の

新
し
い
会
場
で
の
大
会
は
と
て
も
新
鮮

で
大
変
良
い
大
会
で
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
）

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

田
聡（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
倉
政
代（
あ
ゆ

み
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
五
嶋
辰

男（
下
笠
居
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
上
原
孝
子（
仏
生

山
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
宮
本
修

（
寿
風
）　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

第
三
位　

堀
井　

勲（
津
田
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
坂
東
惠
美
子（
英

風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
三
野
波
留

子（
牟
礼
）、
古
賀
良
隆（
英
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
鎌
田
保（
信
風
）、
定

（
玉
藻
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
柏

野
和
美（
綾
南
陶
）、
尾
崎
修（
寿
風
）、

高
橋
玉
枝（
満
濃
）、
堀
川
武
夫（
英

風
）、
園
田
公
子（
寿
風
）　

出
吟
順

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

　

六
年
六
月
十
六
日
（
日
）
に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
九
十
二
名
が
参
加
し

て
、県
大
会
を
目
指
し
て
熱
吟
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
県
大
会

出
吟
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

入　

賞　

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
青
木

純
子（
孝
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
横

國
浩（
英
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
竹
本
富
子（
簡
保
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
北
原
順
子（
信
風
）、
納
田

恭
子（
英
風
）、
河
合
博
一（
寿
風
）、
藤

井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、細
川
節
子（
志
度
）、

森
啓
子（
綾
南
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、

浜
﨑
清
美（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

六
年
八
月
十
八
日（
日
）、
猛
暑
の

中
、
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
十
四

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
内
容
を
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
の

部
、
吟
詠
発
表
の
部
、
剣
詩
舞
発
表
の

部
に
再
編
成
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
が

多
様
な
形
で
出
演
頂
け
る
よ
う
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

【
吟
詠
・
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

宮
本　

修（
寿
風
）

入　

賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、上
原
孝
子

（
仏
生
山
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
定
國

浩（
英
風
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
細
川

節
子（
志
度
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
立
川
正
史（
寿

風
）、横
田
聡（
綾
南
）、
青
木
純
子（
孝

風
）、川
田
道
子（
寿
風
）、
森
博
子（
英

風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）
出
吟
順

●
東
讃
連
盟
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

   

東
讃
連
盟
の
五
年
度
最
後
の
大
会
と
し

て
令
和
六
年
二
月
十
八
日（
日
）に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
五
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
49
歳
ま
で
）

参
加
者
な
し

【
第
二
部
】（
50
歳
〜
69
歳
ま
で
）

優　

勝　

山
本　

郁
代（
玉
藻
）

第
三
位　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

  【
第
三
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

準
優
勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

入　

賞　

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、
定

國
美
知
子（
英
風
）、
森
啓
子（
綾
南
）、

古
賀
良
隆（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
森
博
子（
英
風
）、
細
川
節
子（
志

度
）、
川
田
道
子（
寿
風
）、
定
國
浩

（
英
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
山
本

初
子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

第
三
位　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

村
主
房
子（
寿
風
）、
小
竹
勲

  

最
後
に
大
森
英
風
大
会
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
九
日
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
香
川
県
下
よ
り
百
八
十
名
が

各
流
派
よ
り
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
幼
年
の
部
】　

佳
吟
賞　

寺
竹
陽
菜（
英
風
）、
飯
村
仁

（
英
風
）、
橋
本
琴
音（
孝
風
）

【
少
年
の
部
】

優　

勝　

橋
本　

真
希（
孝
風
）

準
優
勝　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

第
三
位　

東
條　

真
衣（
英
風
）

　

昨
年
十
月
十
二
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
於
い
て
、
幼
少
年
の
部
、
無
級

か
ら
五
段
ま
で
の
会
員
50
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
無
級

の
部
が
14
名
と
、
近
年
に
無
く
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。

【
幼
・
少
年
の
部
】 

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

準
優
勝　

飯
村　

仁（
英
風
）

第
三
位　

青
木　

奏
真（
孝
風
）

入　

賞　

井
下
妃
愛
香（
孝
風
）、
井
下

智
耀（
孝
風
）、
井
下
煌
惺（
孝
風
）、

井
下
尊
凱（
孝
風
）、
橋
本
琴
音（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
無
級
の
部
】

優　

勝　

藤
目　

浩
二（
洸
風
）

準
優
勝　

宮
下　

真
来
枝（
寿
風
）

第
三
位　

濱
野　

敬
子（
孝
風
）

入　

賞　

中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田

芳
男（
香
南
町
）　　
　
　
　

出
吟
順

　

な
お
、
無
級
の
部
で
宮
下
真
来
枝（
寿

風
）、
藤
目
浩
二（
洸
風
）、
湯
井
克
子（
寿

風
）、
中
村
恵
子（
仏
生
山
）、
塩
田
芳
男

（
香
南
町
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、
岩
原

廣
彦（
寿
風
）の
七
名
は
特
進
し
て
二
級

を
允
許
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
二
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

目
方　

恵
子（
洸
風
）

【
第
二
部
】（
二
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

市
原　

英
俊（
寿
風
）

準
優
勝　

中
村　

廣
助（
香
南
町
）

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

松
尾　

祐
子（
寿
風
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

山
野　

緑（
あ
ゆ
み
）

準
優
勝　

井
澤　

幸
恵（
寿
風
）

第
三
位　

山
岡　

克
彰（
仏
生
山
）

入　

賞　

山
口
奉
子（
白
鳥
）、
大
川
美

和
子（
満
濃
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

次
に
、
同
じ
く
大
森
英
風
先
生
作
・

構
成
の
高
校
総
文
祭
チ
ー
ム
に
よ
る
構

成
吟
詠
「
讃
岐
の
風
景
」
伝
説
の
里
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
（
高
松
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

入　

賞　

濱
野
敬
子（
孝
風
）、
児
玉
英

雄（
長
尾
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
）

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

準
優
勝
（
香
川
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

廣
瀬　

惠
子（
英
風
）

入　

賞　

鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
坂
東

惠
美
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英
風
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
植
松
幸
子（
寿
風
）、

森
博
子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、

小
河
聖（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
池
田
武
勇（
仏
生

山
）、
定
國
美
知
子（
英
風
）、
黒
川

謙
司（
香
南
）、
住
田
春
美（
英
風
）、

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
二
十
九
日
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
於
い

て
、
第
六
十
回
香
川
地
区
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
出

吟
者
の
減
少
が
続
き
、
今
年
も
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
年
は
幼
少
年
を
含
め
、
百
三
名
の
申

し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
謝
、喜
ん
で
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
第
一
部
か
ら
第
五
部
迄
全
て
に
出
場

者
有
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
常
任
理

事
・
石
橋
穂
浩
先
生（
福
井
）
同
常
任
理

事
・
村
松
勢
心
先
生（
静
岡
）
理
事
・
巽

吟
城
先
生（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
三
名

の
香
川
県
代
表
者
の
方
を
選
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
〇
印
は
全
国
決
戦
大
会
出
場
者
）

【
第
一
部
】（
一
般
の
部
中
学
生
ま
で
）

優　

勝　

寺
竹　

陽
菜（
英
風
）

入　

賞　

橋
本
琴
音（
孝
風
）、
井
下
智

耀（
孝
風
）、
青
木
奏
真（
孝
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
一
般
の
部
16
歳
〜
50
歳
）

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

入　

賞　

青
木　

賢
心（
孝
風
）

【
第
三
部
】（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

優　

勝
〇
松
尾　

祐
子（
寿
風
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

青
木　

純
子（
孝
風
）

敢
闘
賞　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
藤
本
由

紀
子（
寿
風
）、
大
塚
尋
江（
綾
南
陶
）、

宮
本
修（
寿
風
）、
濱
野
敬
子（
孝
風
）、

横
田
聡（
綾
南
）、
大
西
博
子（
本
山
）、

横
倉
政
代（
あ
ゆ
み
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、
植

松
幸
子（
寿
風
）　　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
〇
村
主　

房
子（
寿
風
）

準
優
勝
〇
玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

第
三
位　

樋
口　

徳
子（
あ
ゆ
み
）

敢
闘
賞　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

吉
中
良
子（
寿
風
）、西
岡
く
に
子

（
本
山
）、浅
井
能
延（
寿
風
）、田
中
加
代

子（
英
風
）、寺
嶋
清
枝（
満
濃
）、橋
﨑
圭

子（
飯
山
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代

（
寿
風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、鎌
田
保

（
信
風
）、柏
野
和
美（
綾
南
陶
）
出
吟
順

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

入　

賞　

樋
口　

裕
子（
あ
ゆ
み
）

　

何
処
の
大
会
も
出
吟
者
の
減
少
に
悩

む
現
状
で
す
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
あ
ま
り

難
し
い
規
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
に
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

    

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
茨
城
県
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
名

流
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
代

表
と
し
て
臥
風
流
三
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
臥
風
流
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
出
来
ま
す
。
四
部
の
村
主
房
子（
寿

風
）さ
ん
・
玉
川
壽
美
子（
志
度
）さ
ん

が
揃
っ
て
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
朗
々
と
会
場
に
響
く
臥
風
流
の
節

調
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
構
成
吟
詠
「
光
源
氏
の
物
語
り
・
吟

詠
で
綴
る
」
が
あ
り
六
十
周
年
と
の
事

で
私
も
歌
謡
吟
詠
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
戸
は
寒
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
九
日
は
四

人
で
弘
道
館
、
偕
楽
園
等
観
光
し
て
帰

り
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
阪
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
川
予
選

大
会
も
九
月
二
十
八
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
日
倉
敷
市
民
会
館
に   

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
六
十

チ
ー
ム
が
合
吟
日
本
一
を
競
い
、
臥
風

流
か
ら
は
、
男
子
二
チ
ー
ム
・
女
子
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

入　

賞　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
A

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
男
子
B

　
　
　
　

臥
風
流
吟
詠
会
本
部
女
子
A

香
川
県
事
務
局　

安
藤　

鶴
風

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
決
勝
大
会

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
決
勝
大
会

通
信
員　

定
國　

伯
風

東
讃
地
区
だ
よ
り

東
讃
地
区
だ
よ
り

東
讃
地
区
だ
よ
り

第
五
十
四
回

　
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

優勝
山本　郁代

第三位
小泉　眞砂子

優勝
鍛冶田　智育

第三位
小田　孝子

準優勝
萱原　美千子

左より　巽吟城先生、村松勢心先生、玉川壽美子さん
　　　　村主房子さん、松尾祐子さん、石橋穂浩先生

詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号　2025年（令和7年）2月10日



あ
り
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

●
令
和
六
年
度

　

香
川
県
吟
詠
選
手
権
中
讃
地
区

　

予
選
吟
詠
大
会

　

六
月
九
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
。

　

吟
剣
詩
舞
会
員
が
減
少
す
る
流
れ
の

中
、
中
讃
連
盟
も
同
じ
く
、
そ
し
て
、

臥
風
流
会
員
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
高

齢
化
・
健
康
障
害
・
家
族
事
情
な
ど
で

出
場
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
は
、
一
部
・
二

部
合
わ
せ
て
二
十
七
名
が
参
加
し
て
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

　

な
お
、
入
賞
者
は
、
七
月
二
十
七
日

三
豊
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
香
川
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

●
第
十
四
回　

中
讃
連
盟

　

吟
詠
詩
舞
道
祭

　

八
月
二
十
一
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
。

　

本
大
会
は
、
中
讃
連
盟
の
全
会
員
が

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
県
下
に
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
て
い
る
中
、
体

般
剣
詩
舞
二
十
名
の
合
計
八
十
六
名
の

参
加
を
得
て
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

大
野　

忠
由（
昇
風
）

の
二
名
で
し
た
。

　

本
大
会
は
、
緊
張
感
あ
り
、
少
年
の

交
流
剣
詩
舞
な
ど
、
心
の
和
む
場
面
も

●
第
二
十
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

　

四
月
二
十
日　

今
年
は
、
綾
川
町
吟

詠
連
絡
協
議
会
（
綾
南
吟
詠
会
・
綾
南

陶
吟
詠
会
）
の
お
世
話
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
段
か
ら
師
範
ま
で
十
名
が
挑
戦

し
、
吟
声
・
態
度
な
ど
合
格
へ
の
意
識

は
高
く
、
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
者
（
師
範
、
大
師

範
・
総
範
）
四
十
三
名
と
剣
詩
舞
な
ど

十
三
名
の
模
範
吟
詠
と
詩
舞
の
六
十
六

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
横
山
公
風
先
生
か
ら
受
審

者
へ
の
激
励
と
参
加
者
へ
の
御
礼
で
閉

会
し
ま
し
た
。

●
第
十
一
回

　

中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大
会
・

　

一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

五
月
二
十
六
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

　

年
々
、
会
員
が
減
少
す
る
中
、
審
査

吟
詠
三
十
五
名
・
交
流
吟
詠
二
十
三

名
・
前
年
度
優
勝
者
吟
詠
三
名
・
交
流

少
年
吟
詠
五
名
そ
し
て
交
流
少
年
・
一

【
吟
詠
・
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

第
三
位　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

入　

賞　

鎌
田
保（
信
風
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
竹

内
マ
チ
子（
満
濃
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

堀
田
千
賀
子（
満
濃
）、
竹
本
富
子（
簡

保
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

調
に
気
を
配
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
例
年
ど
お
り
吟
（
独

吟
・
合
吟
）・
舞
（
剣
舞
・
詩
舞
）
と
歌

謡
吟
詠
な
ど
幼
少
年
も
各
々
出
場
し
、

満
2
歳
の
合
吟
（
3
名
）
は
大
変
好
評

で
し
た
。
最
後
に
ゲ
ス
ト
の
大
森
英
風

先
生
と
徳
田
寿
風
会
長
の
構
成
吟
詠
で

盛
り
上
げ
て
頂
き
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
の
中

で
、
折
角
の
盛
沢
山
な
大
会
に
観
客
が

少
な
い
の
は
寂
し
い
の
で
詩
吟
を
知
ら

な
い
一
般
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
工
夫
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

田
聡（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
倉
政
代（
あ
ゆ

み
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
五
嶋
辰

男（
下
笠
居
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
上
原
孝
子（
仏
生

山
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
宮
本
修

（
寿
風
）　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

第
三
位　

堀
井　

勲（
津
田
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
坂
東
惠
美
子（
英

風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
三
野
波
留

子（
牟
礼
）、
古
賀
良
隆（
英
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
鎌
田
保（
信
風
）、
定

（
玉
藻
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
柏

野
和
美（
綾
南
陶
）、
尾
崎
修（
寿
風
）、

高
橋
玉
枝（
満
濃
）、
堀
川
武
夫（
英

風
）、
園
田
公
子（
寿
風
）　

出
吟
順

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

　

六
年
六
月
十
六
日
（
日
）
に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
九
十
二
名
が
参
加
し

て
、県
大
会
を
目
指
し
て
熱
吟
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
県
大
会

出
吟
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

入　

賞　

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
青
木

純
子（
孝
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
横

國
浩（
英
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
竹
本
富
子（
簡
保
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
北
原
順
子（
信
風
）、
納
田

恭
子（
英
風
）、
河
合
博
一（
寿
風
）、
藤

井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、細
川
節
子（
志
度
）、

森
啓
子（
綾
南
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、

浜
﨑
清
美（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

六
年
八
月
十
八
日（
日
）、
猛
暑
の

中
、
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
十
四

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
内
容
を
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
の

部
、
吟
詠
発
表
の
部
、
剣
詩
舞
発
表
の

部
に
再
編
成
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
が

多
様
な
形
で
出
演
頂
け
る
よ
う
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

【
吟
詠
・
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

宮
本　

修（
寿
風
）

入　

賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、上
原
孝
子

（
仏
生
山
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
定
國

浩（
英
風
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
細
川

節
子（
志
度
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
立
川
正
史（
寿

風
）、横
田
聡（
綾
南
）、
青
木
純
子（
孝

風
）、川
田
道
子（
寿
風
）、
森
博
子（
英

風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）
出
吟
順

●
東
讃
連
盟
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

   

東
讃
連
盟
の
五
年
度
最
後
の
大
会
と
し

て
令
和
六
年
二
月
十
八
日（
日
）に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
五
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
49
歳
ま
で
）

参
加
者
な
し

【
第
二
部
】（
50
歳
〜
69
歳
ま
で
）

優　

勝　

山
本　

郁
代（
玉
藻
）

第
三
位　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

  【
第
三
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

準
優
勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

入　

賞　

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、
定

國
美
知
子（
英
風
）、
森
啓
子（
綾
南
）、

古
賀
良
隆（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
森
博
子（
英
風
）、
細
川
節
子（
志

度
）、
川
田
道
子（
寿
風
）、
定
國
浩

（
英
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
山
本

初
子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

第
三
位　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

村
主
房
子（
寿
風
）、
小
竹
勲

優勝
鈴木　幹男

第三位
古川　シズ子

準優勝
藤井　チナコ

優勝
浦　 麻紀

第三位
佐々木　政彦

準優勝
松川　吉伸

優勝
鈴木　幹男

第三位
堀井　 勲

準優勝
小田　孝子

優勝
玉川　壽美子

準優勝
小泉　眞砂子

第三位
宮本　 修
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あ
り
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

●
令
和
六
年
度

　

香
川
県
吟
詠
選
手
権
中
讃
地
区

　

予
選
吟
詠
大
会

　

六
月
九
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
。

　

吟
剣
詩
舞
会
員
が
減
少
す
る
流
れ
の

中
、
中
讃
連
盟
も
同
じ
く
、
そ
し
て
、

臥
風
流
会
員
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
高

齢
化
・
健
康
障
害
・
家
族
事
情
な
ど
で

出
場
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
は
、
一
部
・
二

部
合
わ
せ
て
二
十
七
名
が
参
加
し
て
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

　

な
お
、
入
賞
者
は
、
七
月
二
十
七
日

三
豊
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
香
川
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

●
第
十
四
回　

中
讃
連
盟

　

吟
詠
詩
舞
道
祭

　

八
月
二
十
一
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
。

　

本
大
会
は
、
中
讃
連
盟
の
全
会
員
が

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
県
下
に
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
て
い
る
中
、
体

般
剣
詩
舞
二
十
名
の
合
計
八
十
六
名
の

参
加
を
得
て
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

大
野　

忠
由（
昇
風
）

の
二
名
で
し
た
。

　

本
大
会
は
、
緊
張
感
あ
り
、
少
年
の

交
流
剣
詩
舞
な
ど
、
心
の
和
む
場
面
も

●
第
二
十
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

　

四
月
二
十
日　

今
年
は
、
綾
川
町
吟

詠
連
絡
協
議
会
（
綾
南
吟
詠
会
・
綾
南

陶
吟
詠
会
）
の
お
世
話
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
段
か
ら
師
範
ま
で
十
名
が
挑
戦

し
、
吟
声
・
態
度
な
ど
合
格
へ
の
意
識

は
高
く
、
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
者
（
師
範
、
大
師

範
・
総
範
）
四
十
三
名
と
剣
詩
舞
な
ど

十
三
名
の
模
範
吟
詠
と
詩
舞
の
六
十
六

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
横
山
公
風
先
生
か
ら
受
審

者
へ
の
激
励
と
参
加
者
へ
の
御
礼
で
閉

会
し
ま
し
た
。

●
第
十
一
回

　

中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大
会
・

　

一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

五
月
二
十
六
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

　

年
々
、
会
員
が
減
少
す
る
中
、
審
査

吟
詠
三
十
五
名
・
交
流
吟
詠
二
十
三

名
・
前
年
度
優
勝
者
吟
詠
三
名
・
交
流

少
年
吟
詠
五
名
そ
し
て
交
流
少
年
・
一

【
吟
詠
・
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

第
三
位　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

入　

賞　

鎌
田
保（
信
風
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
竹

内
マ
チ
子（
満
濃
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

堀
田
千
賀
子（
満
濃
）、
竹
本
富
子（
簡

保
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

調
に
気
を
配
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
例
年
ど
お
り
吟
（
独

吟
・
合
吟
）・
舞
（
剣
舞
・
詩
舞
）
と
歌

謡
吟
詠
な
ど
幼
少
年
も
各
々
出
場
し
、

満
2
歳
の
合
吟
（
3
名
）
は
大
変
好
評

で
し
た
。
最
後
に
ゲ
ス
ト
の
大
森
英
風

先
生
と
徳
田
寿
風
会
長
の
構
成
吟
詠
で

盛
り
上
げ
て
頂
き
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
の
中

で
、
折
角
の
盛
沢
山
な
大
会
に
観
客
が

少
な
い
の
は
寂
し
い
の
で
詩
吟
を
知
ら

な
い
一
般
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
工
夫
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

田
聡（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
倉
政
代（
あ
ゆ

み
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
五
嶋
辰

男（
下
笠
居
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
上
原
孝
子（
仏
生

山
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
宮
本
修

（
寿
風
）　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

第
三
位　

堀
井　

勲（
津
田
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
坂
東
惠
美
子（
英

風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
三
野
波
留

子（
牟
礼
）、
古
賀
良
隆（
英
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
鎌
田
保（
信
風
）、
定

（
玉
藻
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
柏

野
和
美（
綾
南
陶
）、
尾
崎
修（
寿
風
）、

高
橋
玉
枝（
満
濃
）、
堀
川
武
夫（
英

風
）、
園
田
公
子（
寿
風
）　

出
吟
順

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

　

六
年
六
月
十
六
日
（
日
）
に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
九
十
二
名
が
参
加
し

て
、県
大
会
を
目
指
し
て
熱
吟
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
県
大
会

出
吟
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

入　

賞　

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
青
木

純
子（
孝
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
横

國
浩（
英
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
竹
本
富
子（
簡
保
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
北
原
順
子（
信
風
）、
納
田

恭
子（
英
風
）、
河
合
博
一（
寿
風
）、
藤

井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、細
川
節
子（
志
度
）、

森
啓
子（
綾
南
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、

浜
﨑
清
美（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

六
年
八
月
十
八
日（
日
）、
猛
暑
の

中
、
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
十
四

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
内
容
を
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
の

部
、
吟
詠
発
表
の
部
、
剣
詩
舞
発
表
の

部
に
再
編
成
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
が

多
様
な
形
で
出
演
頂
け
る
よ
う
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

【
吟
詠
・
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

宮
本　

修（
寿
風
）

入　

賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、上
原
孝
子

（
仏
生
山
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
定
國

浩（
英
風
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
細
川

節
子（
志
度
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
立
川
正
史（
寿

風
）、横
田
聡（
綾
南
）、
青
木
純
子（
孝

風
）、川
田
道
子（
寿
風
）、
森
博
子（
英

風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）
出
吟
順

●
東
讃
連
盟
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

   

東
讃
連
盟
の
五
年
度
最
後
の
大
会
と
し

て
令
和
六
年
二
月
十
八
日（
日
）に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
五
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
49
歳
ま
で
）

参
加
者
な
し

【
第
二
部
】（
50
歳
〜
69
歳
ま
で
）

優　

勝　

山
本　

郁
代（
玉
藻
）

第
三
位　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

  【
第
三
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

準
優
勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

入　

賞　

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、
定

國
美
知
子（
英
風
）、
森
啓
子（
綾
南
）、

古
賀
良
隆（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
森
博
子（
英
風
）、
細
川
節
子（
志

度
）、
川
田
道
子（
寿
風
）、
定
國
浩

（
英
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
山
本

初
子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

第
三
位　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

村
主
房
子（
寿
風
）、
小
竹
勲

通
信
員　

飯
田　

將
風

中
讃
地
区
だ
よ
り

中
讃
地
区
だ
よ
り

中
讃
地
区
だ
よ
り

優勝
柏野　和美

準優勝
小竹　 勲

第三位
藤川　美代子

交流少年合舞　東京ブギウギ
水心黎明流　善通会

詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号　2025年（令和7年）2月10日



あ
り
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

●
令
和
六
年
度

　

香
川
県
吟
詠
選
手
権
中
讃
地
区

　

予
選
吟
詠
大
会

　

六
月
九
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
。

　

吟
剣
詩
舞
会
員
が
減
少
す
る
流
れ
の

中
、
中
讃
連
盟
も
同
じ
く
、
そ
し
て
、

臥
風
流
会
員
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
高

齢
化
・
健
康
障
害
・
家
族
事
情
な
ど
で

出
場
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
は
、
一
部
・
二

部
合
わ
せ
て
二
十
七
名
が
参
加
し
て
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

　

な
お
、
入
賞
者
は
、
七
月
二
十
七
日

三
豊
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
香
川
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

●
第
十
四
回　

中
讃
連
盟

　

吟
詠
詩
舞
道
祭

　

八
月
二
十
一
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
。

　

本
大
会
は
、
中
讃
連
盟
の
全
会
員
が

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
県
下
に
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
て
い
る
中
、
体

般
剣
詩
舞
二
十
名
の
合
計
八
十
六
名
の

参
加
を
得
て
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
臥
風
流
会
員
の
成
績
は

【
第
二
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

入　

賞　

荒
井　

進（
昇
風
）

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

大
野　

忠
由（
昇
風
）

の
二
名
で
し
た
。

　

本
大
会
は
、
緊
張
感
あ
り
、
少
年
の

交
流
剣
詩
舞
な
ど
、
心
の
和
む
場
面
も

●
第
二
十
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

　

四
月
二
十
日　

今
年
は
、
綾
川
町
吟

詠
連
絡
協
議
会
（
綾
南
吟
詠
会
・
綾
南

陶
吟
詠
会
）
の
お
世
話
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
段
か
ら
師
範
ま
で
十
名
が
挑
戦

し
、
吟
声
・
態
度
な
ど
合
格
へ
の
意
識

は
高
く
、
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
者
（
師
範
、
大
師

範
・
総
範
）
四
十
三
名
と
剣
詩
舞
な
ど

十
三
名
の
模
範
吟
詠
と
詩
舞
の
六
十
六

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
横
山
公
風
先
生
か
ら
受
審

者
へ
の
激
励
と
参
加
者
へ
の
御
礼
で
閉

会
し
ま
し
た
。

●
第
十
一
回

　

中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大
会
・

　

一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

五
月
二
十
六
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

　

年
々
、
会
員
が
減
少
す
る
中
、
審
査

吟
詠
三
十
五
名
・
交
流
吟
詠
二
十
三

名
・
前
年
度
優
勝
者
吟
詠
三
名
・
交
流

少
年
吟
詠
五
名
そ
し
て
交
流
少
年
・
一

【
吟
詠
・
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

小
竹　

勲（
玉
藻
）

第
三
位　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

入　

賞　

鎌
田
保（
信
風
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
竹

内
マ
チ
子（
満
濃
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

堀
田
千
賀
子（
満
濃
）、
竹
本
富
子（
簡

保
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

四
月
六
日　

西
讃
連
盟
総
会
を
三
豊
改

善
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
理
事
長
以
下

執
行
部
満
了
改
選
。

四
月
十
四
日　

第
一
回
西
讃
連
盟
詩
舞

道
大
会
、本
年
よ
り
優
賞
大
会
を
廃
止
、

替
わ
る
も
の
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
75
歳
以
上
、
以
下
で
分
け

審
査
を
し
ま
す
。
上
位
三
名
を
表
彰
。

午
後
は
自
由
吟
で
、
合
吟
、
独
吟
、
剣
詩

舞
他
自
由
参
加
で
す
。
審
査
の
結
果
、

調
に
気
を
配
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
例
年
ど
お
り
吟
（
独

吟
・
合
吟
）・
舞
（
剣
舞
・
詩
舞
）
と
歌

謡
吟
詠
な
ど
幼
少
年
も
各
々
出
場
し
、

満
2
歳
の
合
吟
（
3
名
）
は
大
変
好
評

で
し
た
。
最
後
に
ゲ
ス
ト
の
大
森
英
風

先
生
と
徳
田
寿
風
会
長
の
構
成
吟
詠
で

盛
り
上
げ
て
頂
き
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
徳
田
寿
風
会
長
の
挨
拶
の
中

で
、
折
角
の
盛
沢
山
な
大
会
に
観
客
が

少
な
い
の
は
寂
し
い
の
で
詩
吟
を
知
ら

な
い
一
般
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
工
夫
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
へ

五
名
が
出
吟
一
般
二
部
杉
村
さ
よ
子
準

優
勝
、
一
般
三
部
片
山
清
人
五
位
、
同

三
部
植
田
善
生
十
四
位
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
五
日　

第
一
回
臥
風
流
自
由

吟
詠
、
師
範
研
修
会
。
研
修
会
へ
三
名

が
参
加
。
細
か
な
ご
指
導
を
種
々
拝
聴

し
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
岡
山
県

大
会
へ
四
名
出
吟　
競
吟
シ
ニ
ア
部
片
山

清
人
三
位
。
同
森
康
高
入
賞
。
競
吟
第

一
部
杉
村
さ
よ
子
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
十
五
日　

第
二
回
臥
風
流
自
由
吟

詠
、
師
範
研
修
会
。
師
範
研
修
へ
三
名

参
加
、
律
詩
が
主
で
吟
の
流
れ
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
決

勝
大
会
一
名
出
場
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

七
月
二
十
一
日　

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興

会
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
地
区
大

会
、
二
名
出
場
の
と
こ
ろ
一
名
が
病

欠
。
残
る
一
名
は
和
装
で
奮
闘
す
る
も

入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

七
月
二
十
一
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友

会
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
地
区
大

会
へ
六
名
が
出
場
の
と
こ
ろ
一
名
病

欠
。
短
歌
の
部
で
片
山
清
人
二
位
。
杉

村
さ
よ
子
短
歌
の
部
及
び
一
般
三
部
で

入
賞
。
一
般
四
部
森
康
高
入
賞
。

九
月
一
日　

臥
風
流
六
十
五
周
年
記
念

大
会
で
、
私
た
ち
鷲
山
吟
詠
会
が
長
年

香
川
県
外
で
の
活
躍
が
あ
っ
た
と
、
特

別
功
労
の
表
彰
並
び
に
金
一
封
を
受

領
、
一
同
感
動
し
感
謝
感
激
、
改
め
て

一
層
の
精
進
を
誓
い
ま
し
た
。

九
月
四
日　

本
莊
公
民
館
教
室
へ
倉
敷

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
あ
っ
ぱ
れ
」
の
取

田
聡（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）、

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
倉
政
代（
あ
ゆ

み
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
五
嶋
辰

男（
下
笠
居
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
上
原
孝
子（
仏
生

山
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
宮
本
修

（
寿
風
）　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
75
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

第
三
位　

堀
井　

勲（
津
田
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
池
田

武
勇（
仏
生
山
）、
坂
東
惠
美
子（
英

風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
三
野
波
留

子（
牟
礼
）、
古
賀
良
隆（
英
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
鎌
田
保（
信
風
）、
定

（
玉
藻
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、
柏

野
和
美（
綾
南
陶
）、
尾
崎
修（
寿
風
）、

高
橋
玉
枝（
満
濃
）、
堀
川
武
夫（
英

風
）、
園
田
公
子（
寿
風
）　

出
吟
順

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

　

六
年
六
月
十
六
日
（
日
）
に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
九
十
二
名
が
参
加
し

て
、県
大
会
を
目
指
し
て
熱
吟
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
県
大
会

出
吟
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
74
歳
以
下
）

優　

勝　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

入　

賞　

藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
青
木

純
子（
孝
風
）、
松
尾
祐
子（
寿
風
）、
横

國
浩（
英
風
）、
米
澤
都
子（
石
清
尾
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
竹
本
富
子（
簡
保
）、
大
野
利
勝

（
寿
風
）、
北
原
順
子（
信
風
）、
納
田

恭
子（
英
風
）、
河
合
博
一（
寿
風
）、
藤

井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、細
川
節
子（
志
度
）、

森
啓
子（
綾
南
）、
村
主
房
子（
寿
風
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、

浜
﨑
清
美（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

六
年
八
月
十
八
日（
日
）、
猛
暑
の

中
、
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
十
四

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
内
容
を
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
の

部
、
吟
詠
発
表
の
部
、
剣
詩
舞
発
表
の

部
に
再
編
成
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
が

多
様
な
形
で
出
演
頂
け
る
よ
う
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

【
吟
詠
・
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

宮
本　

修（
寿
風
）

入　

賞　

植
松
幸
子（
寿
風
）、上
原
孝
子

（
仏
生
山
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
定
國

浩（
英
風
）、
山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
細
川

節
子（
志
度
）、
坂
東
惠
美
子（
英
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
立
川
正
史（
寿

風
）、横
田
聡（
綾
南
）、
青
木
純
子（
孝

風
）、川
田
道
子（
寿
風
）、
森
博
子（
英

風
）、萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）
出
吟
順

●
東
讃
連
盟
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

   

東
讃
連
盟
の
五
年
度
最
後
の
大
会
と
し

て
令
和
六
年
二
月
十
八
日（
日
）に
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
お
い
て
百
五
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
部
】（
49
歳
ま
で
）

参
加
者
な
し

【
第
二
部
】（
50
歳
〜
69
歳
ま
で
）

優　

勝　

山
本　

郁
代（
玉
藻
）

第
三
位　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

入　

賞　

片
山
辰
夫（
英
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
木
太
和
代（
仏
生
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

  【
第
三
部
】（
70
歳
〜
79
歳
ま
で
）

優　

勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

準
優
勝　

萱
原　

美
千
子（
綾
南
陶
）

第
三
位　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

入　

賞　

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
植
松
幸

子（
寿
風
）、
中
山
百
合
子（
満
濃
）、
定

國
美
知
子（
英
風
）、
森
啓
子（
綾
南
）、

古
賀
良
隆（
英
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
森
博
子（
英
風
）、
細
川
節
子（
志

度
）、
川
田
道
子（
寿
風
）、
定
國
浩

（
英
風
）、
三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
山
本

初
子（
満
濃
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

準
優
勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

第
三
位　

古
川　

シ
ズ
子（
綾
南
陶
）

入　

賞　

村
主
房
子（
寿
風
）、
小
竹
勲

三
月
二
十
四
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
西

部
地
区
予
選
へ
四
名
が
出
吟
、
全
員
通

過
岡
山
県
大
会
に
臨
む
。

四
月
二
十
一
日　

鷲
山
吟
詠
会
総
会
を

開
催
十
七
名
が
参
加
。
春
望
に
五
人
が

挑
戦
し
持
ち
味
を
競
う
等
ユ
ニ
ー
ク
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
有
っ
て
盛
況
で
し
た
。

五
月
十
二
日　

臥
風
流
段
級
審
査
会
三

段
へ
二
名
が
挑
戦
し
た
が
合
格
者
は
入

江
智
子
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
九
日　

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会

詩
、
歌
謡
吟
詠
、
剣
詩
舞
が
流
派
を
越

え
て
楽
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
恒
例

の
ご
来
賓
吟
詠
が
、
日
頃
ご
多
忙
な
お

二
人
の
先
生
方
の
諸
事
情
と
重
な
り
、

大
森
先
生
は
欠
席
、
徳
田
会
長
の
み
ご

出
席
下
さ
い
ま
し
た
が
午
前
中
の
み
で

退
席
と
い
う
慌
た
だ
し
さ
。
そ
れ
で
も

徳
田
寿
風
会
長
の
構
成
吟
「
風
雲
川
中

島
」
は
圧
巻
で
、
会
場
咳
一
つ
無
く
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ

お
二
人
の
先
生
方
に
は
西
讃
へ
お
越
し

下
さ
い
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

二
月
十
八
日　

倉
敷
市
児
島
公
民
館
祭

へ
八
名
が
出
吟
。

三
月
十
二
日　

倉
敷
市
児
島
民
主
会
館

祭
へ
五
名
が
出
吟
。

三
月
二
十
四
日　

臥
風
流
吟
詠
発
表
大

会
に
三
名
の
と
こ
ろ
高
齢
の
一
人
が
急

に
体
調
を
崩
し
二
名
の
み
の
出
吟
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
際
徳
田
寿
風
先
生
よ

り
ご
丁
寧
な
お
見
舞
い
の
電
話
が
当
人

宛
に
あ
り
感
謝
感
激
で
す
。

【
76
歳
以
上
の
部
】

第
三
位　

鈴
木　

サ
ツ
キ（
鶴
風
）

【
75
歳
以
下
の
部
】

優　

勝　

黒
島　

ひ
と
み（
三
観
）

六
月
九
日　

特
別
審
査
員
研
修
会　

仁

尾
町
文
化
会
館
に
て
理
事
長
推
薦
の
審

査
員
加
入
者
有
り
。

六
月
二
十
三
日　

香
川
県
吟
詠
剣
詩
舞

選
手
権
西
讃
連
盟
予
選
大
会
が
三
豊
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

【
76
歳
以
上
の
部
】

　

織
田
敬
子（
桑
山
）、
鈴
木
サ
ツ
キ

（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
岩

田
雅
芳（
桑
山
）、
筒
井
章
夫（
桑
山
）

【
75
歳
以
下
の
部
】

　

大
西
博
子（
本
山
）、
片
山
幸
夫（
山

本
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
藤
田
美

貴
子（
鶴
風
）

　

以
上
九
名
が
香
川
県
大
会
に
駒
を
進

め
ま
す
。　

八
月
十
一
日　

徳
田
寿
風
会
長
特
別
研

修
会
、
観
音
寺
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に

て
今
回
初
め
て
徳
田
寿
風
会
長
を
お
招

き
し
て
多
く
の
人
達
に
吟
詠
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
っ
て
頂
き
親
し
ん
で
貰
い
た

い
と
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
も
バ

ス
で
来
て
下
さ
る
所
も
有
り
、
会
場
に

入
り
き
れ
な
い
方
も
出
る
程
の
盛
況
で

し
た
。
一
般
の
方
々
の
「
素
晴
ら
し
い
舞

台
だ
っ
た
」、「
詩
吟
は
初
め
て
聞
い
た

が
感
動
し
た
！
」
と
の
声
を
頂
き
ま
し

た
。

十
一
月
三
日　

観
音
寺
、
三
豊
地
区
、

各
地
区
で
文
化
祭
に
参
加
。

十
一
月
十
六
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞

道
祭　

三
豊
交
流
セ
ン
タ
ー

　

毎
年
、
年
の
納
め
に
行
わ
れ
る
吟
剣

詩
舞
道
祭
が
今
年
も
独
吟
、
合
吟
、
律

材
ク
ル
ー
が
来
館
、
取
材
を
受
け
臥
風

流
の
良
さ
を
強
調
し
全
員
で
合
吟
。

十
月
十
二
日　

臥
風
流
吟
士
権
決
定
吟

詠
大
会
へ
五
名
出
吟
予
定
の
と
こ
ろ
二

名
が
病
欠
、
残
る
三
名
が
出
吟
し
た
が

第
二
部
で
杉
村
さ
よ
子
入
賞
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

十
一
月
三
日　

鷲
山
吟
詠
会
文
化
祭
視

聴
者（
観
客
）が
少
な
く
今
一
つ
盛
り
上

が
り
に
欠
け
ま
し
た
。

十
一
月
十
日　

岡
山
県
倉
敷
市
民
会
館

で
公
益
財
団
法
人
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興

会
主
催
第
五
十
四
回
全
国
吟
詠
詩
舞
道

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
岡
山
県
連
は

全
面
的
に
お
手
伝
い
を
し
、
鷲
山
か
ら

も
六
名
が
参
加
。
資
材
管
理
、
音
響
、

受
付
等
で
活
躍
し
ま
し
た
。（
観
客
は
全

員
が
日
本
伝
統
文
化
の
良
さ
に
惹
か
れ

陶
酔
し
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
ま
し
た
。）

十
二
月
二
十
二
日　

倉
敷
市
文
化
祭
中

心
行
事
第
三
十
二
回
吟
剣
詩
舞
道
祭
に

病
欠
を
除
き
九
名
が
参
加
し
一
年
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
数
が
減
少
、
イ
ベ
ン
ト
、

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
不
参
加
、
急
な
欠
場

等
多
々
あ
り
残
念
な
状
況
で
す
。
吟
道

を
学
ぶ
同
志
の
退
会
は
本
当
に
胸
が
痛

む
、
な
れ
ど
、
鷲
山
は
健
在
な
り
で
す
。

通
信
員　

安
藤　

鶴
風

西
讃
地
区
だ
よ
り

西
讃
地
区
だ
よ
り

西
讃
地
区
だ
よ
り

徳田寿風会長 大森英風先生

第三位
鈴木　サツキ

徳田寿風会長

優勝
黒島　ひとみ

合吟　九月十日
山口希藍ちゃん、大谷ここちゃん、山口瑠藍ちゃん

詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号2025年（令和7年）2月10日



四
月
六
日　

西
讃
連
盟
総
会
を
三
豊
改

善
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
理
事
長
以
下

執
行
部
満
了
改
選
。

四
月
十
四
日　

第
一
回
西
讃
連
盟
詩
舞

道
大
会
、本
年
よ
り
優
賞
大
会
を
廃
止
、

替
わ
る
も
の
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
75
歳
以
上
、
以
下
で
分
け

審
査
を
し
ま
す
。
上
位
三
名
を
表
彰
。

午
後
は
自
由
吟
で
、
合
吟
、
独
吟
、
剣
詩

舞
他
自
由
参
加
で
す
。
審
査
の
結
果
、

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
へ

五
名
が
出
吟
一
般
二
部
杉
村
さ
よ
子
準

優
勝
、
一
般
三
部
片
山
清
人
五
位
、
同

三
部
植
田
善
生
十
四
位
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
五
日　

第
一
回
臥
風
流
自
由

吟
詠
、
師
範
研
修
会
。
研
修
会
へ
三
名

が
参
加
。
細
か
な
ご
指
導
を
種
々
拝
聴

し
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
岡
山
県

大
会
へ
四
名
出
吟　
競
吟
シ
ニ
ア
部
片
山

清
人
三
位
。
同
森
康
高
入
賞
。
競
吟
第

一
部
杉
村
さ
よ
子
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
十
五
日　

第
二
回
臥
風
流
自
由
吟

詠
、
師
範
研
修
会
。
師
範
研
修
へ
三
名

参
加
、
律
詩
が
主
で
吟
の
流
れ
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
決

勝
大
会
一
名
出
場
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

七
月
二
十
一
日　

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興

会
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
地
区
大

会
、
二
名
出
場
の
と
こ
ろ
一
名
が
病

欠
。
残
る
一
名
は
和
装
で
奮
闘
す
る
も

入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

七
月
二
十
一
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友

会
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
地
区
大

会
へ
六
名
が
出
場
の
と
こ
ろ
一
名
病

欠
。
短
歌
の
部
で
片
山
清
人
二
位
。
杉

村
さ
よ
子
短
歌
の
部
及
び
一
般
三
部
で

入
賞
。
一
般
四
部
森
康
高
入
賞
。

九
月
一
日　

臥
風
流
六
十
五
周
年
記
念

大
会
で
、
私
た
ち
鷲
山
吟
詠
会
が
長
年

香
川
県
外
で
の
活
躍
が
あ
っ
た
と
、
特

別
功
労
の
表
彰
並
び
に
金
一
封
を
受

領
、
一
同
感
動
し
感
謝
感
激
、
改
め
て

一
層
の
精
進
を
誓
い
ま
し
た
。

九
月
四
日　

本
莊
公
民
館
教
室
へ
倉
敷

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
あ
っ
ぱ
れ
」
の
取

三
月
二
十
四
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
西

部
地
区
予
選
へ
四
名
が
出
吟
、
全
員
通

過
岡
山
県
大
会
に
臨
む
。

四
月
二
十
一
日　

鷲
山
吟
詠
会
総
会
を

開
催
十
七
名
が
参
加
。
春
望
に
五
人
が

挑
戦
し
持
ち
味
を
競
う
等
ユ
ニ
ー
ク
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
有
っ
て
盛
況
で
し
た
。

五
月
十
二
日　

臥
風
流
段
級
審
査
会
三

段
へ
二
名
が
挑
戦
し
た
が
合
格
者
は
入

江
智
子
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
九
日　

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会

詩
、
歌
謡
吟
詠
、
剣
詩
舞
が
流
派
を
越

え
て
楽
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
恒
例

の
ご
来
賓
吟
詠
が
、
日
頃
ご
多
忙
な
お

二
人
の
先
生
方
の
諸
事
情
と
重
な
り
、

大
森
先
生
は
欠
席
、
徳
田
会
長
の
み
ご

出
席
下
さ
い
ま
し
た
が
午
前
中
の
み
で

退
席
と
い
う
慌
た
だ
し
さ
。
そ
れ
で
も

徳
田
寿
風
会
長
の
構
成
吟
「
風
雲
川
中

島
」
は
圧
巻
で
、
会
場
咳
一
つ
無
く
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ

お
二
人
の
先
生
方
に
は
西
讃
へ
お
越
し

下
さ
い
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

二
月
十
八
日　

倉
敷
市
児
島
公
民
館
祭

へ
八
名
が
出
吟
。

三
月
十
二
日　

倉
敷
市
児
島
民
主
会
館

祭
へ
五
名
が
出
吟
。

三
月
二
十
四
日　

臥
風
流
吟
詠
発
表
大

会
に
三
名
の
と
こ
ろ
高
齢
の
一
人
が
急

に
体
調
を
崩
し
二
名
の
み
の
出
吟
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
際
徳
田
寿
風
先
生
よ

り
ご
丁
寧
な
お
見
舞
い
の
電
話
が
当
人

宛
に
あ
り
感
謝
感
激
で
す
。

【
76
歳
以
上
の
部
】

第
三
位　

鈴
木　

サ
ツ
キ（
鶴
風
）

【
75
歳
以
下
の
部
】

優　

勝　

黒
島　

ひ
と
み（
三
観
）

六
月
九
日　

特
別
審
査
員
研
修
会　

仁

尾
町
文
化
会
館
に
て
理
事
長
推
薦
の
審

査
員
加
入
者
有
り
。

六
月
二
十
三
日　

香
川
県
吟
詠
剣
詩
舞

選
手
権
西
讃
連
盟
予
選
大
会
が
三
豊
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

【
76
歳
以
上
の
部
】

　

織
田
敬
子（
桑
山
）、
鈴
木
サ
ツ
キ

（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
岩

田
雅
芳（
桑
山
）、
筒
井
章
夫（
桑
山
）

【
75
歳
以
下
の
部
】

　

大
西
博
子（
本
山
）、
片
山
幸
夫（
山

本
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
藤
田
美

貴
子（
鶴
風
）

　

以
上
九
名
が
香
川
県
大
会
に
駒
を
進

め
ま
す
。　

八
月
十
一
日　

徳
田
寿
風
会
長
特
別
研

修
会
、
観
音
寺
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に

て
今
回
初
め
て
徳
田
寿
風
会
長
を
お
招

き
し
て
多
く
の
人
達
に
吟
詠
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
っ
て
頂
き
親
し
ん
で
貰
い
た

い
と
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
も
バ

ス
で
来
て
下
さ
る
所
も
有
り
、
会
場
に

入
り
き
れ
な
い
方
も
出
る
程
の
盛
況
で

し
た
。
一
般
の
方
々
の
「
素
晴
ら
し
い
舞

台
だ
っ
た
」、「
詩
吟
は
初
め
て
聞
い
た

が
感
動
し
た
！
」
と
の
声
を
頂
き
ま
し

た
。

十
一
月
三
日　

観
音
寺
、
三
豊
地
区
、

各
地
区
で
文
化
祭
に
参
加
。

十
一
月
十
六
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞

道
祭　

三
豊
交
流
セ
ン
タ
ー

　

毎
年
、
年
の
納
め
に
行
わ
れ
る
吟
剣

詩
舞
道
祭
が
今
年
も
独
吟
、
合
吟
、
律

材
ク
ル
ー
が
来
館
、
取
材
を
受
け
臥
風

流
の
良
さ
を
強
調
し
全
員
で
合
吟
。

十
月
十
二
日　

臥
風
流
吟
士
権
決
定
吟

詠
大
会
へ
五
名
出
吟
予
定
の
と
こ
ろ
二

名
が
病
欠
、
残
る
三
名
が
出
吟
し
た
が

第
二
部
で
杉
村
さ
よ
子
入
賞
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

十
一
月
三
日　

鷲
山
吟
詠
会
文
化
祭
視

聴
者（
観
客
）が
少
な
く
今
一
つ
盛
り
上

が
り
に
欠
け
ま
し
た
。

十
一
月
十
日　

岡
山
県
倉
敷
市
民
会
館

で
公
益
財
団
法
人
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興

会
主
催
第
五
十
四
回
全
国
吟
詠
詩
舞
道

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
岡
山
県
連
は

全
面
的
に
お
手
伝
い
を
し
、
鷲
山
か
ら

も
六
名
が
参
加
。
資
材
管
理
、
音
響
、

受
付
等
で
活
躍
し
ま
し
た
。（
観
客
は
全

員
が
日
本
伝
統
文
化
の
良
さ
に
惹
か
れ

陶
酔
し
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
ま
し
た
。）

十
二
月
二
十
二
日　

倉
敷
市
文
化
祭
中

心
行
事
第
三
十
二
回
吟
剣
詩
舞
道
祭
に

病
欠
を
除
き
九
名
が
参
加
し
一
年
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
数
が
減
少
、
イ
ベ
ン
ト
、

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
不
参
加
、
急
な
欠
場

等
多
々
あ
り
残
念
な
状
況
で
す
。
吟
道

を
学
ぶ
同
志
の
退
会
は
本
当
に
胸
が
痛

む
、
な
れ
ど
、
鷲
山
は
健
在
な
り
で
す
。

通
信
員　

植
田　

善
風

倉
敷
地
区
だ
よ
り

倉
敷
地
区
だ
よ
り

倉
敷
地
区
だ
よ
り

鷲山吟詠会一同

準優勝
杉村　さよ子

特別功労賞を受ける
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四
月
六
日　

西
讃
連
盟
総
会
を
三
豊
改

善
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
理
事
長
以
下

執
行
部
満
了
改
選
。

四
月
十
四
日　

第
一
回
西
讃
連
盟
詩
舞

道
大
会
、本
年
よ
り
優
賞
大
会
を
廃
止
、

替
わ
る
も
の
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
75
歳
以
上
、
以
下
で
分
け

審
査
を
し
ま
す
。
上
位
三
名
を
表
彰
。

午
後
は
自
由
吟
で
、
合
吟
、
独
吟
、
剣
詩

舞
他
自
由
参
加
で
す
。
審
査
の
結
果
、

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
へ

五
名
が
出
吟
一
般
二
部
杉
村
さ
よ
子
準

優
勝
、
一
般
三
部
片
山
清
人
五
位
、
同

三
部
植
田
善
生
十
四
位
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
五
日　

第
一
回
臥
風
流
自
由

吟
詠
、
師
範
研
修
会
。
研
修
会
へ
三
名

が
参
加
。
細
か
な
ご
指
導
を
種
々
拝
聴

し
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
岡
山
県

大
会
へ
四
名
出
吟　
競
吟
シ
ニ
ア
部
片
山

清
人
三
位
。
同
森
康
高
入
賞
。
競
吟
第

一
部
杉
村
さ
よ
子
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
十
五
日　

第
二
回
臥
風
流
自
由
吟

詠
、
師
範
研
修
会
。
師
範
研
修
へ
三
名

参
加
、
律
詩
が
主
で
吟
の
流
れ
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
決

勝
大
会
一
名
出
場
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

七
月
二
十
一
日　

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興

会
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
地
区
大

会
、
二
名
出
場
の
と
こ
ろ
一
名
が
病

欠
。
残
る
一
名
は
和
装
で
奮
闘
す
る
も

入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

七
月
二
十
一
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友

会
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
地
区
大

会
へ
六
名
が
出
場
の
と
こ
ろ
一
名
病

欠
。
短
歌
の
部
で
片
山
清
人
二
位
。
杉

村
さ
よ
子
短
歌
の
部
及
び
一
般
三
部
で

入
賞
。
一
般
四
部
森
康
高
入
賞
。

九
月
一
日　

臥
風
流
六
十
五
周
年
記
念

大
会
で
、
私
た
ち
鷲
山
吟
詠
会
が
長
年

香
川
県
外
で
の
活
躍
が
あ
っ
た
と
、
特

別
功
労
の
表
彰
並
び
に
金
一
封
を
受

領
、
一
同
感
動
し
感
謝
感
激
、
改
め
て

一
層
の
精
進
を
誓
い
ま
し
た
。

九
月
四
日　

本
莊
公
民
館
教
室
へ
倉
敷

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
あ
っ
ぱ
れ
」
の
取

三
月
二
十
四
日　

愛
国
詩
吟
総
連
盟
西

部
地
区
予
選
へ
四
名
が
出
吟
、
全
員
通

過
岡
山
県
大
会
に
臨
む
。

四
月
二
十
一
日　

鷲
山
吟
詠
会
総
会
を

開
催
十
七
名
が
参
加
。
春
望
に
五
人
が

挑
戦
し
持
ち
味
を
競
う
等
ユ
ニ
ー
ク
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
有
っ
て
盛
況
で
し
た
。

五
月
十
二
日　

臥
風
流
段
級
審
査
会
三

段
へ
二
名
が
挑
戦
し
た
が
合
格
者
は
入

江
智
子
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
九
日　

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会

詩
、
歌
謡
吟
詠
、
剣
詩
舞
が
流
派
を
越

え
て
楽
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
恒
例

の
ご
来
賓
吟
詠
が
、
日
頃
ご
多
忙
な
お

二
人
の
先
生
方
の
諸
事
情
と
重
な
り
、

大
森
先
生
は
欠
席
、
徳
田
会
長
の
み
ご

出
席
下
さ
い
ま
し
た
が
午
前
中
の
み
で

退
席
と
い
う
慌
た
だ
し
さ
。
そ
れ
で
も

徳
田
寿
風
会
長
の
構
成
吟
「
風
雲
川
中

島
」
は
圧
巻
で
、
会
場
咳
一
つ
無
く
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ

お
二
人
の
先
生
方
に
は
西
讃
へ
お
越
し

下
さ
い
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

二
月
十
八
日　

倉
敷
市
児
島
公
民
館
祭

へ
八
名
が
出
吟
。

三
月
十
二
日　

倉
敷
市
児
島
民
主
会
館

祭
へ
五
名
が
出
吟
。

三
月
二
十
四
日　

臥
風
流
吟
詠
発
表
大

会
に
三
名
の
と
こ
ろ
高
齢
の
一
人
が
急

に
体
調
を
崩
し
二
名
の
み
の
出
吟
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
際
徳
田
寿
風
先
生
よ

り
ご
丁
寧
な
お
見
舞
い
の
電
話
が
当
人

宛
に
あ
り
感
謝
感
激
で
す
。

【
76
歳
以
上
の
部
】

第
三
位　

鈴
木　

サ
ツ
キ（
鶴
風
）

【
75
歳
以
下
の
部
】

優　

勝　

黒
島　

ひ
と
み（
三
観
）

六
月
九
日　

特
別
審
査
員
研
修
会　

仁

尾
町
文
化
会
館
に
て
理
事
長
推
薦
の
審

査
員
加
入
者
有
り
。

六
月
二
十
三
日　

香
川
県
吟
詠
剣
詩
舞

選
手
権
西
讃
連
盟
予
選
大
会
が
三
豊
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

【
76
歳
以
上
の
部
】

　

織
田
敬
子（
桑
山
）、
鈴
木
サ
ツ
キ

（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、
岩

田
雅
芳（
桑
山
）、
筒
井
章
夫（
桑
山
）

【
75
歳
以
下
の
部
】

　

大
西
博
子（
本
山
）、
片
山
幸
夫（
山

本
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
藤
田
美

貴
子（
鶴
風
）

　

以
上
九
名
が
香
川
県
大
会
に
駒
を
進

め
ま
す
。　

八
月
十
一
日　

徳
田
寿
風
会
長
特
別
研

修
会
、
観
音
寺
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に

て
今
回
初
め
て
徳
田
寿
風
会
長
を
お
招

き
し
て
多
く
の
人
達
に
吟
詠
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
っ
て
頂
き
親
し
ん
で
貰
い
た

い
と
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
も
バ

ス
で
来
て
下
さ
る
所
も
有
り
、
会
場
に

入
り
き
れ
な
い
方
も
出
る
程
の
盛
況
で

し
た
。
一
般
の
方
々
の
「
素
晴
ら
し
い
舞

台
だ
っ
た
」、「
詩
吟
は
初
め
て
聞
い
た

が
感
動
し
た
！
」
と
の
声
を
頂
き
ま
し

た
。

十
一
月
三
日　

観
音
寺
、
三
豊
地
区
、

各
地
区
で
文
化
祭
に
参
加
。

十
一
月
十
六
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞

道
祭　

三
豊
交
流
セ
ン
タ
ー

　

毎
年
、
年
の
納
め
に
行
わ
れ
る
吟
剣

詩
舞
道
祭
が
今
年
も
独
吟
、
合
吟
、
律

　

昨
年
十
二
月
十
五
日
三
木
町
文
化
交

流
プ
ラ
ザ　

メ
タ
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

令
和
七
年
七
月
二
十
七
日
に
同
じ
会
場

で
開
催
さ
れ
る
第
四
十
九
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
香
川
県
大
会
に
向
け

て
、
高
知
県
・
徳
島
県
で
取
り
組
ん
で

い
る
仲
間
を
招
き
、
本
番
同
様
に
高
校

生
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
試
験
的
に

運
営
す
る
発
表
会
と
し
て
吟
詠
剣
詩
舞

部
門
の
プ
レ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
讃
岐
に
咲
く
は
才
の
花
た
ち
」
と

題
し
て
徳
島
よ
り
、
県
立
脇
町
・
県
立

徳
島
中
央
・
県
立
城
南
・
県
立
名
西
の

四
高
等
学
校
に
よ
る
徳
島
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
吟
詠
剣
詩
舞
部
会
に
よ
る
構

成
吟
「
渭
山
城
〜
阿
波
の
殿
様
蜂
須
賀

公
〜
」
を
八
人
で
習
字
と
構
成
吟
で
熱

演
。
高
知
か
ら
は
明
徳
義
塾
高
等
学
校

に
よ
る
和
歌
「
晴
れ
て
よ
し
」
と
「
富

士
山
」
を
中
国
の
生
徒
を
含
む
五
人
で

合
吟
。
香
川
は
県
立
高
松
西
・
県
立
高

松
南
・
県
立
高
松
・
県
立
善
通
寺
第

一
・
高
松
中
央
の
五
高
等
学
校
の
合
同

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
構
成
吟
「
讃
岐
の

材
ク
ル
ー
が
来
館
、
取
材
を
受
け
臥
風

流
の
良
さ
を
強
調
し
全
員
で
合
吟
。

十
月
十
二
日　

臥
風
流
吟
士
権
決
定
吟

詠
大
会
へ
五
名
出
吟
予
定
の
と
こ
ろ
二

名
が
病
欠
、
残
る
三
名
が
出
吟
し
た
が

第
二
部
で
杉
村
さ
よ
子
入
賞
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

十
一
月
三
日　

鷲
山
吟
詠
会
文
化
祭
視

聴
者（
観
客
）が
少
な
く
今
一
つ
盛
り
上

が
り
に
欠
け
ま
し
た
。

十
一
月
十
日　

岡
山
県
倉
敷
市
民
会
館

で
公
益
財
団
法
人
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興

会
主
催
第
五
十
四
回
全
国
吟
詠
詩
舞
道

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
岡
山
県
連
は

全
面
的
に
お
手
伝
い
を
し
、
鷲
山
か
ら

も
六
名
が
参
加
。
資
材
管
理
、
音
響
、

受
付
等
で
活
躍
し
ま
し
た
。（
観
客
は
全

員
が
日
本
伝
統
文
化
の
良
さ
に
惹
か
れ

陶
酔
し
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
ま
し
た
。）

十
二
月
二
十
二
日　

倉
敷
市
文
化
祭
中

心
行
事
第
三
十
二
回
吟
剣
詩
舞
道
祭
に

病
欠
を
除
き
九
名
が
参
加
し
一
年
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
数
が
減
少
、
イ
ベ
ン
ト
、

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
不
参
加
、
急
な
欠
場

等
多
々
あ
り
残
念
な
状
況
で
す
。
吟
道

を
学
ぶ
同
志
の
退
会
は
本
当
に
胸
が
痛

む
、
な
れ
ど
、
鷲
山
は
健
在
な
り
で
す
。

に
続
き
、
十
一
月
三
日
十
時
よ
り
香
川

県
庁
本
館
二
十
一
階
第
一
特
別
会
議
室

に
お
い
て
香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
を
待
つ
静
寂
の
五
分
間
は
異
常

に
長
く
、
張
り
つ
め
た
緊
張
感
の
中
、

最
初
に
「
文
化
功
労
者　

徳
田
寿
風
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
と「
は
い
」の
声
が
式

場
内
に
響
き
、
菊
花
模
様
の
正
装
で
池

田
豊
人
香
川
県
知
事
の
前
に
進
み
出
る

徳
田
寿
風
先
生
。
凛
と
し
た
立
居
振
舞

に
吟
剣
詩
舞
道
の
精
神
を
感
じ
ま
し
た
。

　

漆
芸
家
や
声
楽
家
の
受
賞
が
多
い
香

川
県
に
於
い
て
吟
詠
家
で
あ
る
徳
田
寿

風
先
生
の
文
化
功
労
者
受
賞
の
意
義
は

大
き
く
、
臥
風
流
吟
詠
会
本
部
会
員
と

し
て
も
こ
の
上
な
い
慶
び
で
す
。

　

徳
田
寿
風
先
生
、
こ
の
た
び
は
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
令
和
六
年
度
香
川
県
文
化
功
労
者
は

二
名
。
他
の
一
名
は
千
葉
県
在
住
の
漆

芸
家
。

　

臥
風
流
か
ら
は
、
徳
田
寿
風
会
長
・

大
森
英
風
副
会
長
、
他
三
名
、
他
流
か

ら
は
四
名
の
吟
士
に
依
っ
て
作
品
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
厳
か
で
、
雰

囲
気
も
良
く
吟
士
の
方
々
の
華
麗
な
る

美
声
と
相
俟
っ
て
最
高
の
一
日
と
な

り
、
参
加
の
方
々
に
は
充
分
魅
了
さ
れ

た
事
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け

て
隆
盛
を
極
め
た
漢
詩
の
世
界
も
、
文

明
の
変
遷
と
共
に
衰
退
の
一
途
を
辿
る

事
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
九
年
、
初
め
て
全
国
漢
詩
大
会

が
香
川
県
で
開
催
さ
れ
、
後
に
漢
詩
再

興
の
地
と
言
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
香
川
で
の
次
回
開
催
の
節
は
是
非

と
も
参
加
し
、
漢
詩
を
作
り
、
吟
じ
て

の
楽
し
み
を
堪
能
し
て
下
さ
い
。
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
六
年
二
月
十
五
日
高
松
市
庁
舎

に
お
い
て
高
松
市
市
政
功
労
者
表
彰
式

風
景
・
伝
説（
い
い
つ
た
え
）の
里
」
を

九
人
で
熱
演
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
香
川
県
吟
剣
詩
舞

道
総
連
盟
副
理
事
長
よ
り
全
て
の
演
舞

に
高
校
生
の
パ
ワ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

頂
き
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
を
慈
し

み
未
来
に
伝
え
る
事
を
願
い
ま
す
と
の

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
五
日
、
旧
善
通
寺
偕
行
社

（
国
の
重
要
文
化
財
）に
於
い
て
、
第
二

十
二
回
四
国
漢
詩
連
盟
香
川
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
四
国
四
県
か
ら
七
言

絶
句
、
百
五
十
五
首
の
応
募
が
有
り
、

そ
の
中
か
ら
特
別
賞
・
優
秀
賞
等
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
、
記
念
講
演
に

続
い
て
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
特
別
賞

作
品
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

吟
詠
剣
詩
舞
部
門
　プ
レ
大
会

小
田　

孝
子

作
詩
と
吟
詠
の
楽
し
み

作
詩
と
吟
詠
の
楽
し
み

香川県合同チーム

大森英風香川県吟剣詩舞道
総連盟副理事長

詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号2025年（令和7年）2月10日



　

昨
年
十
二
月
十
五
日
三
木
町
文
化
交

流
プ
ラ
ザ　

メ
タ
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

令
和
七
年
七
月
二
十
七
日
に
同
じ
会
場

で
開
催
さ
れ
る
第
四
十
九
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
香
川
県
大
会
に
向
け

て
、
高
知
県
・
徳
島
県
で
取
り
組
ん
で

い
る
仲
間
を
招
き
、
本
番
同
様
に
高
校

生
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
試
験
的
に

運
営
す
る
発
表
会
と
し
て
吟
詠
剣
詩
舞

部
門
の
プ
レ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
讃
岐
に
咲
く
は
才
の
花
た
ち
」
と

題
し
て
徳
島
よ
り
、
県
立
脇
町
・
県
立

徳
島
中
央
・
県
立
城
南
・
県
立
名
西
の

四
高
等
学
校
に
よ
る
徳
島
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
吟
詠
剣
詩
舞
部
会
に
よ
る
構

成
吟
「
渭
山
城
〜
阿
波
の
殿
様
蜂
須
賀

公
〜
」
を
八
人
で
習
字
と
構
成
吟
で
熱

演
。
高
知
か
ら
は
明
徳
義
塾
高
等
学
校

に
よ
る
和
歌
「
晴
れ
て
よ
し
」
と
「
富

士
山
」
を
中
国
の
生
徒
を
含
む
五
人
で

合
吟
。
香
川
は
県
立
高
松
西
・
県
立
高

松
南
・
県
立
高
松
・
県
立
善
通
寺
第

一
・
高
松
中
央
の
五
高
等
学
校
の
合
同

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
構
成
吟
「
讃
岐
の

　

令
和
七
年
一
月
十
一
日
、
高
松
国
分

寺
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
香
川
県
吟
剣
詩

舞
道
総
連
盟
主
催
の
新
春
錬
成
大
会
が

吟
剣
詩
舞
愛
好
家
二
百
五
十
名
余
り
の

参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟

横
山
公
風
会
長
の
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

徳
田
寿
風
先
生
の
詩
吟
に
よ
っ
て
の
文

化
功
労
者
受
賞
は
過
去
に
無
く
誇
り
で

あ
り
、
誉
れ
で
あ
る
と
の
お
祝
い
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

第
一
部
は
、
徳
田
寿
風
先
生
、
大
森

英
風
先
生
を
講
師
と
し
て
令
和
七
年
度

課
題
吟
青
年
・
一
般
の
部
の
解
説
と
吟

詠
が
あ
り
、
既
に
練
習
を
し
て
い
る

方
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
吟
さ
れ
る
会
員

に
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
令
和
六
年
度
全
国
吟
剣

詩
舞
道
大
会
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
チ

ー
ム
発
表
が
あ
り
、
臥
風
流
五
チ
ー
ム

を
含
め
、
九
チ
ー
ム
の
素
晴
ら
し
い
合

吟
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
、
第
十
二
回
四
国
地
区
特

別
研
修
会
香
川
県
構
成
吟
詠
「
瀬
戸
内

海
と
い
に
し
え
人
」と
し
て
舞
台
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
瀬
戸
内
海
の
景
色
、詩
吟
の
イ

メ
ー
ジ
画
像
を
映
し
出
し
、素
晴
ら
し
い

吟
詠
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
続
き
、
十
一
月
三
日
十
時
よ
り
香
川

県
庁
本
館
二
十
一
階
第
一
特
別
会
議
室

に
お
い
て
香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
を
待
つ
静
寂
の
五
分
間
は
異
常

に
長
く
、
張
り
つ
め
た
緊
張
感
の
中
、

最
初
に
「
文
化
功
労
者　

徳
田
寿
風
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
と「
は
い
」の
声
が
式

場
内
に
響
き
、
菊
花
模
様
の
正
装
で
池

田
豊
人
香
川
県
知
事
の
前
に
進
み
出
る

徳
田
寿
風
先
生
。
凛
と
し
た
立
居
振
舞

に
吟
剣
詩
舞
道
の
精
神
を
感
じ
ま
し
た
。

　

漆
芸
家
や
声
楽
家
の
受
賞
が
多
い
香

川
県
に
於
い
て
吟
詠
家
で
あ
る
徳
田
寿

風
先
生
の
文
化
功
労
者
受
賞
の
意
義
は

大
き
く
、
臥
風
流
吟
詠
会
本
部
会
員
と

し
て
も
こ
の
上
な
い
慶
び
で
す
。

　

徳
田
寿
風
先
生
、
こ
の
た
び
は
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
令
和
六
年
度
香
川
県
文
化
功
労
者
は

二
名
。
他
の
一
名
は
千
葉
県
在
住
の
漆

芸
家
。

　

臥
風
流
か
ら
は
、
徳
田
寿
風
会
長
・

大
森
英
風
副
会
長
、
他
三
名
、
他
流
か

ら
は
四
名
の
吟
士
に
依
っ
て
作
品
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
厳
か
で
、
雰

囲
気
も
良
く
吟
士
の
方
々
の
華
麗
な
る

美
声
と
相
俟
っ
て
最
高
の
一
日
と
な

り
、
参
加
の
方
々
に
は
充
分
魅
了
さ
れ

た
事
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け

て
隆
盛
を
極
め
た
漢
詩
の
世
界
も
、
文

明
の
変
遷
と
共
に
衰
退
の
一
途
を
辿
る

事
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
九
年
、
初
め
て
全
国
漢
詩
大
会

が
香
川
県
で
開
催
さ
れ
、
後
に
漢
詩
再

興
の
地
と
言
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
香
川
で
の
次
回
開
催
の
節
は
是
非

と
も
参
加
し
、
漢
詩
を
作
り
、
吟
じ
て

の
楽
し
み
を
堪
能
し
て
下
さ
い
。
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
六
年
二
月
十
五
日
高
松
市
庁
舎

に
お
い
て
高
松
市
市
政
功
労
者
表
彰
式

風
景
・
伝
説（
い
い
つ
た
え
）の
里
」
を

九
人
で
熱
演
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
森
英
風
香
川
県
吟
剣
詩
舞

道
総
連
盟
副
理
事
長
よ
り
全
て
の
演
舞

に
高
校
生
の
パ
ワ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

頂
き
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
を
慈
し

み
未
来
に
伝
え
る
事
を
願
い
ま
す
と
の

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
五
日
、
旧
善
通
寺
偕
行
社

（
国
の
重
要
文
化
財
）に
於
い
て
、
第
二

十
二
回
四
国
漢
詩
連
盟
香
川
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
四
国
四
県
か
ら
七
言

絶
句
、
百
五
十
五
首
の
応
募
が
有
り
、

そ
の
中
か
ら
特
別
賞
・
優
秀
賞
等
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
、
記
念
講
演
に

続
い
て
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
特
別
賞

作
品
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
四
部
は
、
令
和
六
年
度
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
入
賞
者
三
名
の

吟
詠
が
あ
り
、
臥
風
流
か
ら
は
池
田
弘

隆
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
五
部
は
、「
少
壮
O
B
競
演
」
と
題

し
て
、「
大
森
英
風
新
年
を
祝
う
」「
徳

田
寿
風
櫻
を
詠
う
」
を
両
先
生
が
心
を

こ
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟

吟
詠
部
長
、
徳
田
寿
風
先
生
よ
り
今
年

は
巳
年
と
し
て
脱
皮
し
、
新
し
い
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
の
閉
会
の
挨
拶

後
、
恒
例
に
な
っ
て
い
る
「
新
し
き
」

を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。

松
原　

綾
風

令
和
六
年
度

新
春
錬
成
大
会

　
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

徳
田
寿
風
先
生

「
高
松
市
市
政
功
労
者
」

「
香
川
県
文
化
功
労
者
」
表
彰

徳
田
寿
風
先
生

「
高
松
市
市
政
功
労
者
」

「
香
川
県
文
化
功
労
者
」
表
彰

徳田寿風先生

香川県吟剣詩舞道総連盟
横山公風会長挨拶

左から　山地　信風、中村　江風、大森　英風、槙山　公風、徳田　寿風、草薙　賢風
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（
本
部
役
員
名
簿
令
和
5
年
7
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
脱
会
〕

5
頁　

№
1　

金
蘭
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

三
笠　

輝
彦（
輝
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

8
頁　

№
34　

綾
歌
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

北
山　

幸
義（
幸
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

11
頁　

№
56　

常
磐
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

寺
尾　

琳
子（
琳
風
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

〔
会
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

代
表
者　

奈
良　

正
雄（
正
風
）

　
　
　

四
月
一
日
付

〔
会
計
次
長
の
辞
任
〕

2
頁　

会
計
次
長　

木
村　

紅
風

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
理
事
の
辞
任
〕

3
頁　

金
蘭
吟
詠
会　

三
笠　

輝
風

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
退
会
に
よ
る

3
頁　

綾
歌
吟
詠
会　

北
山　

幸
風

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
退
会
に
よ
る

3
頁　

常
磐
吟
詠
会　

寺
尾　

琳
風

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付　
退
会
に
よ
る

〔
理
事
の
就
任
〕

3
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

代
表
者　

奈
良　

正
風

　
　
　

四
月
一
日
付　

復
帰
に
よ
る

〔
総
範
の
退
会
〕

21
頁　

菊
井　

勝（
勝
風
・
北
浦
）

　
　
　

五
月
二
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

22
頁　

木
村　

幸
代（
紅
風
・
玉
藻
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

23
頁　

北
山　

幸
義（
幸
風
・
綾
歌
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
高
齢
に
よ
る

24
頁　

長
尾　

久
子（
久
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
総
範
の
休
会
〕

23
頁　

井
上　

喜
代（
喜
風
・
昇
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

〔
大
師
範
の
退
会
〕

25
頁　

三
笠　

輝
彦（
輝
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

25
頁　

吉
原　

美
智
子（
陽
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

26
頁　

青
木　

勝
美（
勝
風
・
下
笠
居
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
大
師
範
の
復
帰
〕

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
〇
―
〇
〇
七
九

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
4
3
3
―
1
6

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
六
六
―
七
六
五
六

27
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
一
〇
一

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
四
一
―
四
〇
九
七

〔
大
師
範（
所
属
の
変
更
）〕

7
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
吟
和
会
↓
高
松
玉
藻
吟
詠
会

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
吟
和
会
↓
高
松
玉
藻
吟
詠
会

〔
大
師
範（
住
所
の
変
更
）〕

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
4
3
3
―
1
6
↓

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
1
0
2
7
―
1
7

27
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
・
玉
藻
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3
↓

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3
―
1

〔
師
範
の
退
会
〕

28
頁　

佐
々
木　

新
一（
新
風
・
渓
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

28
頁　

上
原　

節
子（
節
風
・
寿
風
）

　
　
　

六
月
十
日
付　

死
亡
に
よ
る

30
頁　

遠
藤　
津
多
江（
津
風
・
仏
生
山
）

　
　
　

三
月
一
日
付　

一
身
上
に
よ
る

31
頁　

中
村　

良
允（
良
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

32
頁　

丸
子　

勉（
錦
風
・
仏
生
山
）

　
　
　

五
年
十
二
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

大
川　

喜
子（
喜
風
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付　
高
齢
に
よ
る

32
頁　

小
林　

芳
子（
芳
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

田
中　

絹
子（
絹
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

33
頁　

安
藤　

律
子（
節
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

34
頁　

高
木　

捷
恵（
捷
風
・
春
日
）

　
　
　

四
月
十
日
付　
体
調
不
良
に
よ
る

34
頁　

宮
本　

稠（
瓔
風
・
春
日
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

35
頁　

松
村　

清
信（
清
風
・
長
尾
）

　
　
　

五
月
二
十
三
日　

死
亡
に
よ
る

35
頁　

西
山　

繁
子（
繁
風
・
鷲
山
）

　
　
　

十
一
月
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

36
頁　

香
川　

妙
子（
妙
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

死
亡
に
よ
る

36
頁　

山
田　

江
美
子（
江
風
・
鷲
山
）

　
　
　

十
一
月
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

37
頁　

根
津　

喜
美
子（
喜
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

一
身
上
に
よ
る

〔
師
範
の
休
会
〕

30
頁　

佐
藤　

依
子（
怜
風
・
鶴
尾
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

堀
川　

武
夫（
武
風
・
英
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

34
頁　

寺
尾　

琳
子（
琳
風
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

38
頁　

開　

良
子（
良
風
・
英
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付　
一
身
上
に
よ
る

38
頁　

寺
尾　

陽
子（
陽
風
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
師
範
補
の
退
会
〕

40
頁　

小
河　

嘉
子（
臥
嘉
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
準
師
範
の
退
会
〕

42
頁　

大
饗　

か
を
る（
臥
芳
・
高
吟
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

〔
準
師
範
の
休
会
〕

41
頁　

寺
尾　

珠
子（
臥
珠
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

藤
田　

敏
雄（
臥
雄
・
鶴
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

42
頁　

狩
野　

光
月
希（
臥
光
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

香
川　

あ
い（
臥
藍
・
鶴
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

北
原　

紀
子（
臥
紀
・
鶴
尾
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
代
表
者
の
変
更
〕

5
頁　

№
8　

下
笠
居
吟
詠
友
の
会

　
　
　

生
西　

輝
風
↓
五
嶋　

臥
辰

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

紅
風
↓
小
竹　

勲
風

7
頁　

№
23　

坂
出
昇
風
会

　
　
　

鎌
田　

義
風
↓
荒
井　

晨
風

〔
大
師
範（
所
属
の
変
更
）〕

26
頁　

奈
良　

正
雄（
正
風
）

　
　
　

三
木
町
吟
詠
会
↓
瑞
鳳
会

〔
連
絡
先
の
変
更
〕

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

幸
代
↓
小
竹　

勲

7
頁　

№
23　

坂
出
昇
風
会

　
　
　

大
野　

忠
由
↓
荒
井　

進

13
頁　

№
74　

三
友
吟
詠
会

　
　
　

髙
橋　

渉
↓
蓮
井　

田
鶴
子

〔
指
導
者
の
変
更
〕

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

紅
風
↓
小
竹　

勲
風

12
頁　

№
65　

北
浦
吟
詠
会

　
　
　

菊
井　

勝
風
↓
木
下
陽
風

〔
指
導
者
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

奈
良　

正
風

　
　
　

四
月
一
日
付　

会
の
復
帰

〔
代
表
者
・
連
絡
先
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

奈
良　

正
風（
正
雄
）

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
六
一
二

　
　
　

木
田
郡
三
木
町
氷
上
4
1
0
―
3

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
九
八
―
〇
六
八
六

〔
連
絡
先（
電
話
番
号
の
変
更
）〕

8
頁　

№
29　

白
鳥
吟
詠
会

　
　
　

池
田　

憲
隆
↓
小
山　

行
春

　
　
　

小
山　

行
春（
春
風
・
白
鳥
）　

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
九
―
二
七
〇
五

　
　
　

東
か
が
わ
市
白
鳥
5
8
0
―
1
4

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
九
―
二
五
―
一
八
五
三

9
頁　

№
41　

誠
風
吟
詠
会

　
　
　

冨
田　

康
風

17
頁　

常
任
理
事　

冨
田　

康
風

21
頁　

総
範　

冨
田　

康
義（
康
風
）

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
五
―
二
四
―
一
四
六
〇

　
　
　
　
　

←

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
二
七
八
七
―
二
四
三
八

16
頁　

名
誉
会
長　

宮
本　

浩
風

21
頁　

宮
本　

守（
浩
風
・
四
電
）

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
七
―
二
八
―
五
三
五
六

　
　
　
　
　

←

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
三
七
八
九
―
五
二
六
五

28
頁　

藤
川　

美
代
子（
美
風
・
悠
風
）

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
一
一
三

　
　
　

高
松
市
屋
島
西
町
1
9
6
2
―
6

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
八
六
九
八
―
五
二
五
五

〔
郵
便
番
号
の
訂
正
〕

36
頁　

山
地　

英
文（
岳
風
・
寿
風
）

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
一
二　
　
　

　
　
　
　
　

←

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
八
二

36
頁　

笠
井　

周
二（
周
風
・
寿
風
）

　
　
　

〒
七
六
二
―
〇
〇
二
五　
　
　

　
　
　
　
　

←

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
二
五

〔
氏
名
・
雅
号
の
訂
正
〕

25
頁　

坂
東　

恵
美
子（
恵
風
・
英
風
）

　
　
　

恵
美
子
↓
惠
美
子（
惠
風
・
英
風
）

26
頁　

古
川　

し
ず
子（
静
風
・
綾
南
陶
）

　
　
　

し
ず
子
↓
シ
ズ
子

（
本
部
役
員
名
簿
令
和
6
年
7
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
総
範
の
退
会
〕

24
頁　

神
内　

照
男（
照
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
総
範
の
休
会
〕

22
頁　

三
好　

昌
子（
昌
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
師
範
の
退
会
〕

33
頁　

元
家　

達
雄（
寒
風
・
寿
風
）

　
　
　

八
月
三
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

35
頁　

戸
祭　

恭
子（
恭
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
指
導
者
の
変
更
〕

8
頁　

№
31　

鶴
尾
吟
詠
会

　
　
　

水
鳥　

翔
風
↓
中
村　

江
風

　
　
　

中
村
利
江
子（
江
風
・
石
清
尾
）

12
頁　

№
64　

ち
き
り
吟
詠
会

　
　
　

三
好　

昌
風
↓
伊
丹　

敏
風

〔
所
属
の
変
更
〕

36
頁　

下
川　

邦
雄（
雄
風
・
山
本
）

　
　
　

山
本
吟
詠
会
↓
三
観
吟
詠
会

　

会
員
数
の
変
更
は
省
略
し
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

　

令
和
七
年
一
月
十
一
日
、
高
松
国
分

寺
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
香
川
県
吟
剣
詩

舞
道
総
連
盟
主
催
の
新
春
錬
成
大
会
が

吟
剣
詩
舞
愛
好
家
二
百
五
十
名
余
り
の

参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟

横
山
公
風
会
長
の
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

徳
田
寿
風
先
生
の
詩
吟
に
よ
っ
て
の
文

化
功
労
者
受
賞
は
過
去
に
無
く
誇
り
で

あ
り
、
誉
れ
で
あ
る
と
の
お
祝
い
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

第
一
部
は
、
徳
田
寿
風
先
生
、
大
森

英
風
先
生
を
講
師
と
し
て
令
和
七
年
度

課
題
吟
青
年
・
一
般
の
部
の
解
説
と
吟

詠
が
あ
り
、
既
に
練
習
を
し
て
い
る

方
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
吟
さ
れ
る
会
員

に
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
令
和
六
年
度
全
国
吟
剣

詩
舞
道
大
会
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
チ

ー
ム
発
表
が
あ
り
、
臥
風
流
五
チ
ー
ム

を
含
め
、
九
チ
ー
ム
の
素
晴
ら
し
い
合

吟
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
、
第
十
二
回
四
国
地
区
特

別
研
修
会
香
川
県
構
成
吟
詠
「
瀬
戸
内

海
と
い
に
し
え
人
」と
し
て
舞
台
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
瀬
戸
内
海
の
景
色
、詩
吟
の
イ

メ
ー
ジ
画
像
を
映
し
出
し
、素
晴
ら
し
い

吟
詠
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
四
部
は
、
令
和
六
年
度
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
入
賞
者
三
名
の

吟
詠
が
あ
り
、
臥
風
流
か
ら
は
池
田
弘

隆
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
五
部
は
、「
少
壮
O
B
競
演
」
と
題

し
て
、「
大
森
英
風
新
年
を
祝
う
」「
徳

田
寿
風
櫻
を
詠
う
」
を
両
先
生
が
心
を

こ
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟

吟
詠
部
長
、
徳
田
寿
風
先
生
よ
り
今
年

は
巳
年
と
し
て
脱
皮
し
、
新
し
い
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
の
閉
会
の
挨
拶

後
、
恒
例
に
な
っ
て
い
る
「
新
し
き
」

を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。

あ
ら
た

池田　弘隆
香川県吟剣詩舞道総連盟
徳田寿風吟詠部長閉会の挨拶

あらた

「新しき」合唱

詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第90号2025年（令和7年）2月10日



（
本
部
役
員
名
簿
令
和
5
年
7
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
脱
会
〕

5
頁　

№
1　

金
蘭
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

三
笠　

輝
彦（
輝
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

8
頁　

№
34　

綾
歌
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

北
山　

幸
義（
幸
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

11
頁　

№
56　

常
磐
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

寺
尾　

琳
子（
琳
風
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

〔
会
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

代
表
者　

奈
良　

正
雄（
正
風
）

　
　
　

四
月
一
日
付

〔
会
計
次
長
の
辞
任
〕

2
頁　

会
計
次
長　

木
村　

紅
風

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
理
事
の
辞
任
〕

3
頁　

金
蘭
吟
詠
会　

三
笠　

輝
風

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
退
会
に
よ
る

3
頁　

綾
歌
吟
詠
会　

北
山　

幸
風

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
退
会
に
よ
る

3
頁　

常
磐
吟
詠
会　

寺
尾　

琳
風

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付　
退
会
に
よ
る

〔
理
事
の
就
任
〕

3
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

代
表
者　

奈
良　

正
風

　
　
　

四
月
一
日
付　

復
帰
に
よ
る

〔
総
範
の
退
会
〕

21
頁　

菊
井　

勝（
勝
風
・
北
浦
）

　
　
　

五
月
二
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

22
頁　

木
村　

幸
代（
紅
風
・
玉
藻
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

23
頁　

北
山　

幸
義（
幸
風
・
綾
歌
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
高
齢
に
よ
る

24
頁　

長
尾　

久
子（
久
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
総
範
の
休
会
〕

23
頁　

井
上　

喜
代（
喜
風
・
昇
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

〔
大
師
範
の
退
会
〕

25
頁　

三
笠　

輝
彦（
輝
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

25
頁　

吉
原　

美
智
子（
陽
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

26
頁　

青
木　

勝
美（
勝
風
・
下
笠
居
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
大
師
範
の
復
帰
〕

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
〇
―
〇
〇
七
九

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
4
3
3
―
1
6

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
六
六
―
七
六
五
六

27
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
一
〇
一

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
四
一
―
四
〇
九
七

〔
大
師
範（
所
属
の
変
更
）〕

7
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
吟
和
会
↓
高
松
玉
藻
吟
詠
会

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
吟
和
会
↓
高
松
玉
藻
吟
詠
会

〔
大
師
範（
住
所
の
変
更
）〕

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
4
3
3
―
1
6
↓

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
1
0
2
7
―
1
7

27
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
・
玉
藻
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3
↓

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3
―
1

〔
師
範
の
退
会
〕

28
頁　

佐
々
木　

新
一（
新
風
・
渓
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

28
頁　

上
原　

節
子（
節
風
・
寿
風
）

　
　
　

六
月
十
日
付　

死
亡
に
よ
る

30
頁　

遠
藤　
津
多
江（
津
風
・
仏
生
山
）

　
　
　

三
月
一
日
付　

一
身
上
に
よ
る

31
頁　

中
村　

良
允（
良
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

32
頁　

丸
子　

勉（
錦
風
・
仏
生
山
）

　
　
　

五
年
十
二
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

大
川　

喜
子（
喜
風
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付　
高
齢
に
よ
る

32
頁　

小
林　

芳
子（
芳
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

田
中　

絹
子（
絹
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

33
頁　

安
藤　

律
子（
節
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

34
頁　

高
木　

捷
恵（
捷
風
・
春
日
）

　
　
　

四
月
十
日
付　
体
調
不
良
に
よ
る

34
頁　

宮
本　

稠（
瓔
風
・
春
日
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

35
頁　

松
村　

清
信（
清
風
・
長
尾
）

　
　
　

五
月
二
十
三
日　

死
亡
に
よ
る

35
頁　

西
山　

繁
子（
繁
風
・
鷲
山
）

　
　
　

十
一
月
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

36
頁　

香
川　

妙
子（
妙
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

死
亡
に
よ
る

36
頁　

山
田　

江
美
子（
江
風
・
鷲
山
）

　
　
　

十
一
月
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

37
頁　

根
津　

喜
美
子（
喜
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

一
身
上
に
よ
る

〔
師
範
の
休
会
〕

30
頁　

佐
藤　

依
子（
怜
風
・
鶴
尾
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

堀
川　

武
夫（
武
風
・
英
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

34
頁　

寺
尾　

琳
子（
琳
風
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

38
頁　

開　

良
子（
良
風
・
英
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付　
一
身
上
に
よ
る

38
頁　

寺
尾　

陽
子（
陽
風
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
師
範
補
の
退
会
〕

40
頁　

小
河　

嘉
子（
臥
嘉
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
準
師
範
の
退
会
〕

42
頁　

大
饗　

か
を
る（
臥
芳
・
高
吟
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

〔
準
師
範
の
休
会
〕

41
頁　

寺
尾　

珠
子（
臥
珠
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

藤
田　

敏
雄（
臥
雄
・
鶴
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

42
頁　

狩
野　

光
月
希（
臥
光
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

香
川　

あ
い（
臥
藍
・
鶴
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

北
原　

紀
子（
臥
紀
・
鶴
尾
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
代
表
者
の
変
更
〕

5
頁　

№
8　

下
笠
居
吟
詠
友
の
会

　
　
　

生
西　

輝
風
↓
五
嶋　

臥
辰

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

紅
風
↓
小
竹　

勲
風

7
頁　

№
23　

坂
出
昇
風
会

　
　
　

鎌
田　

義
風
↓
荒
井　

晨
風

〔
大
師
範（
所
属
の
変
更
）〕

26
頁　

奈
良　

正
雄（
正
風
）

　
　
　

三
木
町
吟
詠
会
↓
瑞
鳳
会

〔
連
絡
先
の
変
更
〕

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

幸
代
↓
小
竹　

勲

7
頁　

№
23　

坂
出
昇
風
会

　
　
　

大
野　

忠
由
↓
荒
井　

進

13
頁　

№
74　

三
友
吟
詠
会

　
　
　

髙
橋　

渉
↓
蓮
井　

田
鶴
子

〔
指
導
者
の
変
更
〕

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

紅
風
↓
小
竹　

勲
風

12
頁　

№
65　

北
浦
吟
詠
会

　
　
　

菊
井　

勝
風
↓
木
下
陽
風

〔
指
導
者
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

奈
良　

正
風

　
　
　

四
月
一
日
付　

会
の
復
帰

〔
代
表
者
・
連
絡
先
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

奈
良　

正
風（
正
雄
）

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
六
一
二

　
　
　

木
田
郡
三
木
町
氷
上
4
1
0
―
3

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
九
八
―
〇
六
八
六

〔
連
絡
先（
電
話
番
号
の
変
更
）〕

8
頁　

№
29　

白
鳥
吟
詠
会

　
　
　

池
田　

憲
隆
↓
小
山　

行
春

　
　
　

小
山　

行
春（
春
風
・
白
鳥
）　

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
九
―
二
七
〇
五

　
　
　

東
か
が
わ
市
白
鳥
5
8
0
―
1
4

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
九
―
二
五
―
一
八
五
三

9
頁　

№
41　

誠
風
吟
詠
会

　
　
　

冨
田　

康
風

17
頁　

常
任
理
事　

冨
田　

康
風

21
頁　

総
範　

冨
田　

康
義（
康
風
）

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
五
―
二
四
―
一
四
六
〇

　
　
　
　
　

←

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
二
七
八
七
―
二
四
三
八

16
頁　

名
誉
会
長　

宮
本　

浩
風

21
頁　

宮
本　

守（
浩
風
・
四
電
）

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
七
―
二
八
―
五
三
五
六

　
　
　
　
　

←

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
三
七
八
九
―
五
二
六
五

28
頁　

藤
川　

美
代
子（
美
風
・
悠
風
）

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
一
一
三

　
　
　

高
松
市
屋
島
西
町
1
9
6
2
―
6

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
八
六
九
八
―
五
二
五
五

〔
郵
便
番
号
の
訂
正
〕

36
頁　

山
地　

英
文（
岳
風
・
寿
風
）

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
一
二　
　
　

　
　
　
　
　

←

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
八
二

36
頁　

笠
井　

周
二（
周
風
・
寿
風
）

　
　
　

〒
七
六
二
―
〇
〇
二
五　
　
　

　
　
　
　
　

←

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
二
五

〔
氏
名
・
雅
号
の
訂
正
〕

25
頁　

坂
東　

恵
美
子（
恵
風
・
英
風
）

　
　
　

恵
美
子
↓
惠
美
子（
惠
風
・
英
風
）

26
頁　

古
川　

し
ず
子（
静
風
・
綾
南
陶
）

　
　
　

し
ず
子
↓
シ
ズ
子

（
本
部
役
員
名
簿
令
和
6
年
7
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
総
範
の
退
会
〕

24
頁　

神
内　

照
男（
照
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
総
範
の
休
会
〕

22
頁　

三
好　

昌
子（
昌
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
師
範
の
退
会
〕

33
頁　

元
家　

達
雄（
寒
風
・
寿
風
）

　
　
　

八
月
三
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

35
頁　

戸
祭　

恭
子（
恭
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
指
導
者
の
変
更
〕

8
頁　

№
31　

鶴
尾
吟
詠
会

　
　
　

水
鳥　

翔
風
↓
中
村　

江
風

　
　
　

中
村
利
江
子（
江
風
・
石
清
尾
）

12
頁　

№
64　

ち
き
り
吟
詠
会

　
　
　

三
好　

昌
風
↓
伊
丹　

敏
風

〔
所
属
の
変
更
〕

36
頁　

下
川　

邦
雄（
雄
風
・
山
本
）

　
　
　

山
本
吟
詠
会
↓
三
観
吟
詠
会

　

会
員
数
の
変
更
は
省
略
し
ま
す
。　
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（
本
部
役
員
名
簿
令
和
5
年
7
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
脱
会
〕

5
頁　

№
1　

金
蘭
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

三
笠　

輝
彦（
輝
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

8
頁　

№
34　

綾
歌
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

北
山　

幸
義（
幸
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

11
頁　

№
56　

常
磐
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者　

寺
尾　

琳
子（
琳
風
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

〔
会
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

代
表
者　

奈
良　

正
雄（
正
風
）

　
　
　

四
月
一
日
付

〔
会
計
次
長
の
辞
任
〕

2
頁　

会
計
次
長　

木
村　

紅
風

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
理
事
の
辞
任
〕

3
頁　

金
蘭
吟
詠
会　

三
笠　

輝
風

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
退
会
に
よ
る

3
頁　

綾
歌
吟
詠
会　

北
山　

幸
風

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
退
会
に
よ
る

3
頁　

常
磐
吟
詠
会　

寺
尾　

琳
風

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付　
退
会
に
よ
る

〔
理
事
の
就
任
〕

3
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

代
表
者　

奈
良　

正
風

　
　
　

四
月
一
日
付　

復
帰
に
よ
る

〔
総
範
の
退
会
〕

21
頁　

菊
井　

勝（
勝
風
・
北
浦
）

　
　
　

五
月
二
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

22
頁　

木
村　

幸
代（
紅
風
・
玉
藻
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

23
頁　

北
山　

幸
義（
幸
風
・
綾
歌
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付　
高
齢
に
よ
る

24
頁　

長
尾　

久
子（
久
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
総
範
の
休
会
〕

23
頁　

井
上　

喜
代（
喜
風
・
昇
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

〔
大
師
範
の
退
会
〕

25
頁　

三
笠　

輝
彦（
輝
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

25
頁　

吉
原　

美
智
子（
陽
風
・
金
蘭
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

26
頁　

青
木　

勝
美（
勝
風
・
下
笠
居
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
大
師
範
の
復
帰
〕

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
〇
―
〇
〇
七
九

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
4
3
3
―
1
6

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
六
六
―
七
六
五
六

27
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
一
〇
一

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
四
一
―
四
〇
九
七

〔
大
師
範（
所
属
の
変
更
）〕

7
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
吟
和
会
↓
高
松
玉
藻
吟
詠
会

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
吟
和
会
↓
高
松
玉
藻
吟
詠
会

〔
大
師
範（
住
所
の
変
更
）〕

25
頁　

貴
志　

早
苗（
早
風
・
吟
和
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
4
3
3
―
1
6
↓

　
　
　

高
松
市
松
縄
町
1
0
2
7
―
1
7

27
頁　

上
枝　

法
子（
法
風
・
玉
藻
）

　
　
　

二
月
一
日
付

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3
↓

　
　
　

高
松
市
春
日
町
7
8
3
―
1

〔
師
範
の
退
会
〕

28
頁　

佐
々
木　

新
一（
新
風
・
渓
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

28
頁　

上
原　

節
子（
節
風
・
寿
風
）

　
　
　

六
月
十
日
付　

死
亡
に
よ
る

30
頁　

遠
藤　
津
多
江（
津
風
・
仏
生
山
）

　
　
　

三
月
一
日
付　

一
身
上
に
よ
る

31
頁　

中
村　

良
允（
良
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

32
頁　

丸
子　

勉（
錦
風
・
仏
生
山
）

　
　
　

五
年
十
二
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

大
川　

喜
子（
喜
風
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付　
高
齢
に
よ
る

32
頁　

小
林　

芳
子（
芳
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

田
中　

絹
子（
絹
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

33
頁　

安
藤　

律
子（
節
風
・
悠
風
）

　
　
　

十
二
月
十
七
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

34
頁　

高
木　

捷
恵（
捷
風
・
春
日
）

　
　
　

四
月
十
日
付　
体
調
不
良
に
よ
る

34
頁　

宮
本　

稠（
瓔
風
・
春
日
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

35
頁　

松
村　

清
信（
清
風
・
長
尾
）

　
　
　

五
月
二
十
三
日　

死
亡
に
よ
る

35
頁　

西
山　

繁
子（
繁
風
・
鷲
山
）

　
　
　

十
一
月
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

36
頁　

香
川　

妙
子（
妙
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

死
亡
に
よ
る

36
頁　

山
田　

江
美
子（
江
風
・
鷲
山
）

　
　
　

十
一
月
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

37
頁　

根
津　

喜
美
子（
喜
風
・
寿
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

一
身
上
に
よ
る

〔
師
範
の
休
会
〕

30
頁　

佐
藤　

依
子（
怜
風
・
鶴
尾
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

32
頁　

堀
川　

武
夫（
武
風
・
英
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

34
頁　

寺
尾　

琳
子（
琳
風
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

38
頁　

開　

良
子（
良
風
・
英
風
）

　
　
　

六
月
三
十
日
付　
一
身
上
に
よ
る

38
頁　

寺
尾　

陽
子（
陽
風
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
師
範
補
の
退
会
〕

40
頁　

小
河　

嘉
子（
臥
嘉
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
準
師
範
の
退
会
〕

42
頁　

大
饗　

か
を
る（
臥
芳
・
高
吟
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

高
齢
に
よ
る

〔
準
師
範
の
休
会
〕

41
頁　

寺
尾　

珠
子（
臥
珠
・
常
磐
）

　
　
　

一
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

藤
田　

敏
雄（
臥
雄
・
鶴
風
）

　
　
　

二
月
二
十
九
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

42
頁　

狩
野　

光
月
希（
臥
光
・
悠
風
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

香
川　

あ
い（
臥
藍
・
鶴
風
）

　
　
　

四
月
十
日
付　

一
身
上
に
よ
る

42
頁　

北
原　

紀
子（
臥
紀
・
鶴
尾
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日
付

　
　
　

一
身
上
に
よ
る

〔
代
表
者
の
変
更
〕

5
頁　

№
8　

下
笠
居
吟
詠
友
の
会

　
　
　

生
西　

輝
風
↓
五
嶋　

臥
辰

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

紅
風
↓
小
竹　

勲
風

7
頁　

№
23　

坂
出
昇
風
会

　
　
　

鎌
田　

義
風
↓
荒
井　

晨
風

〔
大
師
範（
所
属
の
変
更
）〕

26
頁　

奈
良　

正
雄（
正
風
）

　
　
　

三
木
町
吟
詠
会
↓
瑞
鳳
会

〔
連
絡
先
の
変
更
〕

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

幸
代
↓
小
竹　

勲

7
頁　

№
23　

坂
出
昇
風
会

　
　
　

大
野　

忠
由
↓
荒
井　

進

13
頁　

№
74　

三
友
吟
詠
会

　
　
　

髙
橋　

渉
↓
蓮
井　

田
鶴
子

〔
指
導
者
の
変
更
〕

5
頁　

№
5　

高
松
玉
藻
吟
詠
会

　
　
　

木
村　

紅
風
↓
小
竹　

勲
風

12
頁　

№
65　

北
浦
吟
詠
会

　
　
　

菊
井　

勝
風
↓
木
下
陽
風

〔
指
導
者
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

奈
良　

正
風

　
　
　

四
月
一
日
付　

会
の
復
帰

〔
代
表
者
・
連
絡
先
の
復
帰
〕

7
頁　

№
19　

瑞
鳳
会

　
　
　

奈
良　

正
風（
正
雄
）

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
六
一
二

　
　
　

木
田
郡
三
木
町
氷
上
4
1
0
―
3

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
九
八
―
〇
六
八
六

〔
連
絡
先（
電
話
番
号
の
変
更
）〕

8
頁　

№
29　

白
鳥
吟
詠
会

　
　
　

池
田　

憲
隆
↓
小
山　

行
春

　
　
　

小
山　

行
春（
春
風
・
白
鳥
）　

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
九
―
二
七
〇
五

　
　
　

東
か
が
わ
市
白
鳥
5
8
0
―
1
4

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
九
―
二
五
―
一
八
五
三

9
頁　

№
41　

誠
風
吟
詠
会

　
　
　

冨
田　

康
風

17
頁　

常
任
理
事　

冨
田　

康
風

21
頁　

総
範　

冨
田　

康
義（
康
風
）

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
五
―
二
四
―
一
四
六
〇

　
　
　
　
　

←

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
二
七
八
七
―
二
四
三
八

16
頁　

名
誉
会
長　

宮
本　

浩
風

21
頁　

宮
本　

守（
浩
風
・
四
電
）

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
七
―
二
八
―
五
三
五
六

　
　
　
　
　

←

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
三
七
八
九
―
五
二
六
五

28
頁　

藤
川　

美
代
子（
美
風
・
悠
風
）

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
六
一
―
〇
一
一
三

　
　
　

高
松
市
屋
島
西
町
1
9
6
2
―
6

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
八
六
九
八
―
五
二
五
五

〔
郵
便
番
号
の
訂
正
〕

36
頁　

山
地　

英
文（
岳
風
・
寿
風
）

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
一
二　
　
　

　
　
　
　
　

←

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
八
二

36
頁　

笠
井　

周
二（
周
風
・
寿
風
）

　
　
　

〒
七
六
二
―
〇
〇
二
五　
　
　

　
　
　
　
　

←

　
　
　

〒
七
六
三
―
〇
〇
二
五

〔
氏
名
・
雅
号
の
訂
正
〕

25
頁　

坂
東　

恵
美
子（
恵
風
・
英
風
）

　
　
　

恵
美
子
↓
惠
美
子（
惠
風
・
英
風
）

26
頁　

古
川　

し
ず
子（
静
風
・
綾
南
陶
）

　
　
　

し
ず
子
↓
シ
ズ
子

（
本
部
役
員
名
簿
令
和
6
年
7
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
総
範
の
退
会
〕

24
頁　

神
内　

照
男（
照
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
総
範
の
休
会
〕

22
頁　

三
好　

昌
子（
昌
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
師
範
の
退
会
〕

33
頁　

元
家　

達
雄（
寒
風
・
寿
風
）

　
　
　

八
月
三
十
一
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

35
頁　

戸
祭　

恭
子（
恭
風
・
ち
き
り
）

　
　
　

四
月
三
十
日
付

　
　
　

体
調
不
良
に
よ
る

〔
指
導
者
の
変
更
〕

8
頁　

№
31　

鶴
尾
吟
詠
会

　
　
　

水
鳥　

翔
風
↓
中
村　

江
風

　
　
　

中
村
利
江
子（
江
風
・
石
清
尾
）

12
頁　

№
64　

ち
き
り
吟
詠
会

　
　
　

三
好　

昌
風
↓
伊
丹　

敏
風

〔
所
属
の
変
更
〕

36
頁　

下
川　

邦
雄（
雄
風
・
山
本
）

　
　
　

山
本
吟
詠
会
↓
三
観
吟
詠
会

　

会
員
数
の
変
更
は
省
略
し
ま
す
。　

　

昨
年
10
月
26
日
、
全
員
研
修
会
の
朝

寝
ぼ
け
ま
な
こ
で
四
国
新
聞
を
手
に
取

っ
て
思
わ
ず
声
が
出
た
。
一
面
に
徳
田

氏
（
吟
詠
家
）
の
大
き
な
文
字
が
目
に

入
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
県
文
化
功
労
者

の
黒
貫
の
文
字
の
下
に
ト
ッ
プ
で
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
い
つ
も
の
徳
田
会
長
の

に
こ
や
か
な
写
真
が
あ
っ
た
。

　

県
文
化
功
労
者
は
、
芸
術
や
伝
統
文

化
等
の
分
野
で
郷
土
の
お
発
展
に
功
績

が
あ
っ
た
個
人
を
た
た
え
る
制
度
だ

が
、
ま
さ
に
徳
田
会
長
に
ピ
ッ
タ
リ
の

の
受
賞
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
吟
詠
界

全
体
の
喜
び
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
多

く
の
方
々
に
詩
吟
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

徳
田
会
長
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

普
及
部
部
長　

玉
木　

浩
風

鎌
田　

鵬
風

浅
井　

延
風

片
山　

辰
風

田
辺　

磊
風

松
村　

清
風

皆
様
の
情
報
・
ニ
ュ
ー
ス
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

鍛冶田洸風 制作
巳年　ヘビーにならないように！

　

昨
年
10
月
26
日
、
全
員
研
修
会
の
朝

四
国
新
聞
を
手
に
取
っ
て
思
わ
ず
声
が

出
る
。
一
面
に
徳
田
氏
（
吟
詠
家
）
の

大
き
な
文
字
が
目
に
入
っ
た
の
で
あ

る
。
県
文
化
功
労
者
の
黒
貫
の
文
字
の

下
に
ト
ッ
プ
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
い

つ
も
の
徳
田
寿
風
会
長
の
に
こ
や
か
な

写
真
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

県
文
化
功
労
者
は
、
芸
術
や
伝
統
文

化
等
の
分
野
で
郷
土
の
発
展
に
功
績
が

あ
っ
た
個
人
を
た
た
え
る
制
度
で
す
。

ま
さ
に
徳
田
寿
風
会
長
に
ピ
ッ
タ
リ
の

受
賞
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
吟
詠
界

全
体
の
喜
び
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
多

く
の
方
々
に
詩
吟
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

徳
田
寿
風
会
長
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。普

及
部
部
長　

玉
木　

浩
風

鎌
田　

鵬
風

浅
井　

延
風

片
山　

辰
風

田
辺　

磊
風

児
玉　

英
風

臥風流吟詠会　ホームページ　http://www.sigin-gahuu.jp/
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